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表７　その他の土坑一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ O11c8 － 円形 0.74 × 0.72 42 ほぼ直立 平坦 自然 土師器 SI ４→本跡

３ O11a8 Ｎ－58°－W 楕円形 0.88 × 0.78 22 外傾 平坦 自然

５ N11j7 － 円形 0.70 × 0.70 20 緩斜 凹凸 人為

７ N11i8 － 円形 0.70 × 0.68 24 緩斜 平坦 自然

８ N11i8 Ｎ－55°－W 楕円形 0.82 × 0.58 18 緩斜 平坦 人為

９ O11a4 Ｎ－４°－ W 楕円形 1.38 × 1.24 84 外傾 平坦 自然

10 O11c7 － 円形 1.36 × 1.26 96 直立 平坦 人為 土師器

11 O11c7 － 円形 0.52 × 0.52 38 内彎 平坦 人為 土師器 SI ４→本跡

12 N11i4 － 円形 0.84 × 0.80 30 直立 平坦 人為 土師器

13 N11g4 Ｎ－52°－W 楕円形 0.90 × 0.76 20 緩斜 平坦 自然

14 N11j6 Ｎ－ 85°－Ｅ 楕円形 1.16 × 0.64 20 緩斜 平坦 自然

15 O11c8 Ｎ－ 25°－Ｅ 不整楕円形 1.16 × 0.86 36 緩斜 平坦 自然 SK16 →本跡

16 O11c8 － 円形 1.16 × 1.14 76 内彎 平坦 人為 土師器 本跡→ SK15

17 O10i2 － 円形 0.82 × 0.78 28 緩斜 平坦 自然 SK58 →本跡

18 N11i1 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 1.10 × 0.96 102 やや内彎 平坦 自然 土師器

19 N11g4 Ｎ－72°－W 楕円形 0.98 × 0.84 32 緩斜 平坦 人為

20 N11g4 － 円形 1.34 × 1.24 98 内彎 平坦 自然 瓦，陶器

21 N11h4 Ｎ－80°－W ［長方形］ 1.20 ×（0.84） 40 緩斜 平坦 人為 SK22 →本跡
→ SI ５

22 N11h5 － ［円形］ 0.84 × 0.82 38 緩斜 平坦 人為 本跡→ SK21・23

23 N11h5 Ｎ－78°－W ［楕円形］ 0.86 × 0.40 34 緩斜 平坦 人為 SK22 →本跡
→ SI ５

24 N10c0 Ｎ－32°－W 楕円形 0.78 × 0.66 20 緩斜 平坦 自然

25 N10b9 Ｎ－ 80°－Ｅ 楕円形 0.68 × 0.54 16 緩斜 平坦 自然

26 O12a1 － 円形 1.00 × 1.00 40 緩斜 平坦 自然 土師器 SI ２，SK27
→本跡

27 O12a1 － 円形 1.32 × 1.25 53 内彎 平坦 自然 土師器 本跡→ SK26

28 N11h1 Ｎ－ 80°－Ｅ 楕円形 0.58 × 0.50 12 緩斜 平坦 自然

29 N11i1 Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 0.82 × 0.76 14 緩斜 平坦 自然

30 N10g6 － 円形 0.86 × 0.86 18 緩斜 平坦 自然

31 N10g6 Ｎ－73°－W 楕円形 0.40 × 0.30 36 外傾 皿状 人為

32 N10g6 Ｎ－50°－W 楕円形 0.94 × 0.84 26 緩斜 平坦 自然

33 N10h6 － 円形 0.92 × 0.86 26 緩斜 平坦 自然

34 N10h6 － 円形 0.74 × 0.68 16 緩斜 平坦 自然

35 N10d6 Ｎ－65°－W 楕円形 0.50 × 0.42 98 ほぼ直立 皿状 人為

36 N10g8 Ｎ－60°－W 不整楕円形 1.22 × 1.04 10 緩斜 平坦 自然

37 N10h8 Ｎ－５°－ W 楕円形 1.44 × 1.22 14 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK39

39 N10h8 Ｎ－ 86°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.88 66 内彎 皿状 自然 土師器 SK37 →本跡

40 N10g6 － 円形 0.92 × 0.84 88 直立 平坦 人為 土師器，須恵器

42 O10f1 － 円形 0.80 × 0.77 18 緩斜 平坦 自然

43 O9g0 － 円形 0.85 × 0.78 15 緩斜 皿状 自然 土師器

44 O10a1 Ｎ－62°－W 楕円形 0.94 × 0.84 38 緩斜 皿状 自然

45 O9g0 － 円形 0.95 × 0.89 37 外傾 平坦 人為

46 O9g0 － 円形 1.20 × 1.14 108 直立 平坦 自然 土師器

47 O9g0 Ｎ－ 40°－Ｅ ［楕円形］ 1.52 ×（1.28） 104 直立 平坦 自然 土師器，擂鉢 SK48 →本跡

48 O9h0 Ｎ－ 24°－Ｅ ［楕円形］ 1.30 ×（0.96） 103 直立 平坦 自然 土師器 本跡→ SK47

49 O10h1 － 円形 1.20 × 1.12 118 直立 平坦 自然 須恵器，焙烙

50 O10i2 Ｎ－48°－W 楕円形 1.15 × 0.94 70 ほぼ直立 平坦 自然
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51 O11c1 － ［円形］ 1.56 ×（1.46） 54 緩斜 平坦 自然 土師器，貝

52 O10h2 － 円形 0.28 × 0.28 31 ほぼ直立 U 字状 人為

54 O11f8 － ［円形］ ［1.54 × 1.44］ 118 直立 平坦 自然 土師器，古銭

55 O11a1 Ｎ－ 14°－Ｅ ［楕円形］ ［1.66］× 1.40 90 直立 平坦 自然

56 O10i3 － 円形 1.14 × 1.11 28 緩斜 平坦 自然

57 O11j3 Ｎ－ 69°－Ｅ 楕円形 0.84 × 0.68 16 緩斜 平坦 自然

59 O9i0 － 円形 0.63 × 0.59 24 外傾 皿状 自然

61 O11c1 － ［円形］ ［1.40 × 1.28］ 50 緩斜 平坦 人為

62 O11b2 Ｎ－55°－W ［1.51 × 1.44］ 61 外傾 平坦 自然

63 N11j1 － 円形 1.01 × 0.99 102 直立 平坦 自然

64 O10h2 Ｎ－61°－W 楕円形 1.58 × 1.21 63 外傾 傾斜 人為

66 O9i8 － 円形 1.05 × 0.98 63 ほぼ直立 平坦 人為 土師器

67 O9j0 Ｎ－ 53°－Ｅ 0.33 ×［0.28］ 18 緩斜 浅い U 字 人為

74 P10b2 Ｎ－ 11°－Ｅ 楕円形 1.89 × 0.93 22 緩斜 凹凸 人為

75 O10j2 Ｎ－ 27°－Ｅ 楕円形 2.50 × 1.57 23 外傾 平坦 自然

76 P10a3 Ｎ－35°－W 楕円形 0.75 × 0.58 20 外傾 平坦 自然

77 P10i4 Ｎ－25°－W 楕円形 1.12 × 0.75 14 緩斜 平坦 自然

78 O10i6 Ｎ－56°－W 楕円形 1.02 × 0.89 23 外傾 平坦 自然

79 O10i7 Ｎ－27°－W 楕円形 1.06 × 0.82 15 外傾 平坦 自然

80 O10j7 Ｎ－29°－W 楕円形 0.73 × 0.57 26 外傾 平坦 自然

81 O10j5 Ｎ－65°－W 楕円形 0.96 × 0.86 16 外傾 平坦 自然

82 O10j5 － 円形 1.06 × 1.00 14 外傾 平坦 自然 本跡→ SK83

83 O10j5 － 円形 1.03 × 1.02 79 直立 平坦 自然 SK82・97 →本跡

84 O10j4 － 円形 0.51 × 0.51 53 直立 平坦 自然

85 P10a4 Ｎ－ 27°－Ｅ 楕円形 1.13 × 0.84 11 緩斜 平坦 自然

86 P10b3 － 円形 1.07 × 1.00 92 直立 平坦 自然

87 P10c7 － 円形 1.04 × 1.02 36 緩斜 平坦 人為 土師器

88 P10b7 Ｎ－ 13°－Ｅ 楕円形 1.10 × 0.96 36 緩斜 平坦 人為

89 P10b7 － 円形 0.86 × 0.84 24 緩斜 平坦 自然 土師器

90 P10b7 － 円形 0.98 × 0.94 64 外傾 平坦 自然 土師器

91 P10b8 － 円形 1.04 × 1.02 30 外傾 平坦 自然

92 P10a7 － 円形 1.10 × 1.04 60 外傾 平坦 自然 SI23 新旧不明

93 P10b9 － 円形 1.14 × 1.10 52 直立 平坦 自然 土師器，陶器，貝

95 O10h2 － 円形 0.25 × 0.25 42 直立 U 字状

96 O10h2 Ｎ－０°　　 楕円形 0.30 × 0.25 45 直立 U 字状

97 O10j5 Ｎ－81°－W 楕円形 （1.33）× 1.08 31 外傾 平坦 人為 SD ４→本跡
→ SK83

98 O10j6 － 円形 1.38 × 1.28 112 外傾 平坦 自然 土師器 SI23，SK117，
SD4 →本跡

99 O10j4 － 円形 1.05 × 1.00 77 直立 平坦 自然 土師器

100 P10j6 Ｎ－ 17°－Ｅ 長方形 2.65 × 1.73 20 ほぼ直立 平坦 人為 SI29 →本跡

101 P9c6 － 円形 1.04 × 0.97 94 直立 平坦 人為 土師器，釘 SD4 →本跡

102 P9d4 － ［円形］ ［1.13 × 1.11］ 67 直立 平坦 自然 土師器 SD ４→本跡

103 P10a7 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 1.20 × 1.08 75 緩斜 平坦 自然 土師器 SI23，SK104 →
本跡

104 P10a7 Ｎ－ 75°－Ｅ ［楕円形］ 1.20 ×（0.80） 70 外傾 平坦 自然 土師器，陶器 SI23 →本跡
→ SK103

105 P10a7 － 円形 1.10 × 1.06 56 外傾 平坦 自然 土師器 SI23 →本跡

106 O10i2 － 円形 0.30 × 0.28 49 直立 U 字状 土師器

107 P10i4 Ｎ－50°－W 楕円形 0.69 × 0.43 17 緩斜 皿状 自然
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108 P9d7 － 円形 1.06 × 0.97 22 ほぼ直立 平坦 自然

109 P9c0 Ｎ－ 90°　　    楕円形 0.87 × 0.71 23 緩斜 平坦

110 P9d0 Ｎ－ 16°－Ｅ 楕円形 1.80 ×（1.36） 88 直立 平坦 自然 土師器，陶器 SD ３A →本跡
→ SK116

112 P10e0 － 円形 0.78 × 0.78 23 ほぼ直立 平坦 自然

113 P10c5 Ｎ－ 10°－Ｅ 長方形 2.44 × 2.00 28 外傾 平坦 人為 須恵器 上段部削平ヵ
本跡→ SK131

114 P9d7 Ｎ－61°－W 楕円形 0.96 × 0.80 92 内彎 平坦 自然 土師器，瓦 本跡→ SK115

115 P9c7 － 円形 1.06 × 0.98 22 ほぼ直立 平坦 人為 SK114 →本跡

117 P10a6 － ［円形］ 1.04 ×（0.74） 40 外傾 平坦 自然 SI23 →本跡
→ SK98

118 P10c4 Ｎ－ 13°－Ｅ 楕円形 0.52 × 0.36 12 緩斜 平坦 自然

119 P9d9 Ｎ－60°－W 楕円形 1.16 × 1.02 33 外傾 平坦 自然

120 P9c6 － 円形 1.00 × 0.95 98 内傾 平坦 自然 土師器，瓦

121 P11d1 － 円形 0.92 × 0.89 16 緩斜 平坦 自然

122 P11d1 Ｎ－ 44°－Ｅ 楕円形 0.93 × 0.84 18 外傾 平坦 自然 土師器

123 P11c2 － 円形 1.12 × 1.10 23 緩斜 平坦 人為 SD3B →本跡

124 P11e1 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 ［0.90］× 0.80 54 内彎 平坦 人為 土師器

125 P11d2 － 円形 1.00 × 0.94 34 ほぼ直立 平坦 人為

126 P11d2 － 円形 1.00 × 0.91 44 内彎 平坦 人為 土師器

127 P11c3 － 円形 0.54 × 0.54 16 緩斜 皿状 自然

128 O10j4 Ｎ－ 72°－Ｅ ［楕円形］ 2.94 ×（0.46） 40 緩斜 皿状 人為 土師器 SD4 新旧不明

129 P10a4 － 0.61 × 0.32 18 外傾 皿状 自然 本跡→ SD4

130 P10a1 － （0.53）×（0.38） 25 ほぼ直立 皿状 自然 本跡→ SD4

131 P10c5 Ｎ－ 36°－Ｅ 楕円形 1.32 × 1.15 26 緩斜 平坦 自然 SK111・113
→本跡

133 P9d8 － 円形 0.92 × 0.88 118 直立 平坦 自然 土師器 SD ３A・B
→本跡

134 P10b8 － 円形 1.02 × 1.00 46 外傾 平坦 自然 土師器

135 P9b0 － （0.65）×（0.65） 36 ほぼ直立 平坦 自然 本跡→ SD ４

137 P9d7 － 円形 1.07 × 1.06 88 ほぼ直立 平坦 自然 土師器 SD ３A・SD ５
→本跡

138 P9e8 － 円形 1.16 × 1.11 102 内彎 平坦 自然 SD ３B →本跡

139 P9d6 － 円形 0.92 × 0.90 48 直立 平坦 自然 SK140 →本跡

140 P9d6 － 円形 0.83 × 0.80 30 直立 平坦 自然 SK167 →本跡
→ SK139

141 P10h0 － 円形 0.98 × 0.93 21 直立 平坦 自然 土師器

142 P10i9 Ｎ－ 45°－Ｅ ［楕円形］ 1.22 ×（0.85） 18 外傾 平坦 自然 煙管 SK143 →本跡

143 P10i9 － 円形 1.22 × 1.21 57 直立 溝状の
掘り込み 自然 SD ８→本跡

→ SK142・144
144 P10i9 － 円形 1.06 × 0.99 19 直立 平坦 自然 SK143，SD ８

→本跡
145 P10i9 － 円形 0.97 × 0.96 20 外傾 平坦 自然

146 P10h9 － 円形 0.95 × 0.95 40 ほぼ直立 平坦 自然

147 P10g0 － 円形 1.17 × 1.17 60 ほぼ直立 平坦 自然

148 P10g0 Ｎ－22°－W 楕円形 1.25 × 1.10 65 袋状 平坦 自然

149 P11g1 Ｎ－80°－W 楕円形 1.60 × 1.20 92 外傾 皿状 自然

150 P11g1 － 円形 0.95 × 0.91 66 ほぼ直立 平坦 自然

151 P10e8 － 円形 1.02 × 1.02 65 直立 平坦 自然

152 P10e9 － 円形 0.30 × 0.30 24 ほぼ直立 皿状 人為

153 P10g9 － 円形 1.13 × 1.11 48 袋状 平坦 自然 SI25 →本跡

154 P10i8 Ｎ－78°－W 楕円形 1.01 × 0.88 19 外傾 平坦 自然 SD ４→本跡

156 P10j9 － 円形 0.93 × 0.87 27 直立 平坦 自然 土師器，磁器

157 P10j7 － 円形 1.02 × 0.93 23 直立 溝状の
掘り込み 自然

158 P10j8 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 1.01 × 0.90 22 直立 溝状の
掘り込み 自然
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159 P10j8 － 円形 0.81 × 0.74 14 外傾 平坦 自然

160 Q10a8 － 円形 0.88 × 0.83 23 直立 溝状の
掘り込み 自然 土師器

161 P10i8 － 円形 0.35 × 0.34 12 外傾 平坦 自然

162 Q10a7 － 円形 0.56 × 0.52 15 外傾 平坦 自然 土師器

163 Q10b7 － 円形 1.01 × 0.95 ７ ほぼ直立 溝状の
掘り込み 人為 土師器

166 P9d5 － 円形 0.27 × 0.26 42 直立 平坦 自然

167 P9d6 － 円形 0.30 × 0.28 40 ほぼ直立 平坦 人為 本跡→ SK140

168 P9d6 － 円形 0.31 × 0.30 18 外傾 平坦 自然

169 Q10c7 － 円形 0.96 × 0.94 57 直立 平坦 自然 土師器

171 Q10b6 － 円形 1.02 × 0.99 55 直立 溝状の
掘り込み 自然 SD ８→本跡

172 P11f1 － 円形 0.99 × 0.94 55 直立 平坦 自然

173 Q10a5 Ｎ－ 27°－Ｅ 隅丸長方形 0.47 × 0.41 10 緩斜 皿状 自然

174 Q10a6 Ｎ－62°－W 楕円形 0.58 × 0.37 11 緩斜 平坦 自然

175 Q10a6 － 不定形 0.56 × 0.38 10 緩斜 皿状 自然

176 P10i8 － 0.48 ×（0.32） ９ 外傾 平坦 自然 勾玉 本跡→ SD4

177 P10i9 － 円形 0.88 × 0.83 26 直立 平坦 自然 土師器 SD ４→本跡

178 P10d8 － 円形 0.93 × 0.92 57 ほぼ直立 平坦 自然

179 P10d9 － 円形 0.26 × 0.24 55 直立 皿状 人為

180 P10d9 Ｎ－ 85°－Ｅ 楕円形 0.33 × 0.28 30 外傾 皿状 人為

181 P10g8 － （0.73）×（0.52） 48 直立 皿状 自然 本跡→ SD ４

182 Q10d5 Ｎ－55°－W （0.88 × 0.20） 77 直立 平坦 自然 SD ８→本跡

183 Q10d6 Ｎ－55°－W （0.90 × 0.23） 71 直立 平坦 自然 SK184 →本跡

184 Q10d6 Ｎ－55°－W （0.45 × 0.25） 72 直立 平坦 自然 本跡→ SK183・
185

185 Q10d6 Ｎ－55°－W （0.47 × 0.28） 39 直立 平坦 自然 SK184 →本跡

186 P10g8 Ｎ－25°－W ［楕円形］ （1.78 × 0.76） 37 外傾 平坦 自然 本跡→ SD ４

187 P10d7 Ｎ－19°－W ［楕円形］ （1.60 × 0.52） 32 ほぼ直立 ピット状の
掘り込み 自然 本跡→ SD ４

188 O10d8 Ｎ－ 40°－Ｅ 不整楕円形 ［2.60 × 1.42］ 36 緩斜 平坦 土師器，須恵器 SI12 →本跡

189 P10a6 － 0.83 × 0.74 （17） 外傾 平坦 自然 本跡→ SD ４

192 Q10b3 － 円形 0.95 × 0.95 73 直立 平坦 自然 土師器

194 Q10b3 Ｎ－68°－W 楕円形 1.04 × 0.92 26 緩斜 平坦

196 Q10a3 － 円形 0.82 × 0.76 12 緩斜 平坦 自然

200 P9h9 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 0.66 × 0.60 20 緩斜 平坦 自然 土師器

202 P9h9 Ｎ－ 10°－Ｅ 楕円形 1.10 ×（0.82） 24 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK203

203 P9h9 － 円形 0.80 × 0.80 24 外傾 平坦 自然 土師器 SK202・204 →
本跡

204 P9h4 － 円形 0.82 × 0.78 24 外傾 平坦 自然 本跡→ SK203

205 P9h0 － 円形 1.12 × 1.02 30 緩斜 平坦 自然

206 P10h1 － 円形 0.94 × 0.89 18 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK207

207 P10h1 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 1.04 × 0.90 38 緩斜 皿状 自然 SK206 →本跡

208 P10h1 － 円形 1.10 × 1.08 26 緩斜 皿状 自然

209 P9h8 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 1.05 × 0.82 27 緩斜 平坦 自然

210 P9h7 Ｎ－ 90°　　    楕円形 0.93 × 0.74 35 緩斜 皿状 自然

211 P9g6 Ｎ－ 11°－Ｅ 楕円形 0.92 × 0.66 14 外傾 平坦 自然

212 P9g7 Ｎ－ 70°－Ｅ 楕円形 0.91 × 0.77 15 緩斜 平坦 自然

213 P9f8 － 円形 （1.23）× 1.17 52 ほぼ直立 平坦 自然 SK214 →本跡

215 P9g7 － 六角形 1.07 × 1.03 22 緩斜 皿状 自然

217 P9e9 － 円形 0.86 × 0.81 33 外傾 平坦 自然
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220 P10j3 － 円形 0.78 × 0.72 14 緩斜 平坦 自然

223 P10i5 Ｎ－ 32°－Ｅ［隅丸長方形］（1.72）× 1.12 44 外傾 平坦 自然 SI29 →本跡
→ SK222

226 P10i6 － 円形 0.93 × 0.90 72 内傾 平坦 自然 本跡→ SK227

227 P10i6 － 円形 0.82 × 0.81 56 ほぼ直立 平坦 自然 SK226 →本跡

229 P10h5 － 円形 0.93 × 0.86 80 内傾 平坦 自然

230 P9f0 － 円形 ［1.40 × 1.30］ 123 ほぼ直立 平坦 SI30 →本跡

235 P10f1 － 円形 1.06 × 1.04 110 直立 平坦 自然

237 P10i4 － ［0.82 × 0.35］ 45 外傾 平坦 自然 SI29，SK238
新旧不明

238 P10i5 － ［0.98 × 0.42］ 47 外傾 平坦 自然 SI29，SK237
新旧不明

239 P10i5 － ［1.70 × 0.94］ 45 緩斜 平坦 自然 SI29 新旧不明

242 P11f2 Ｎ－51°－W 楕円形 1.10 ×（0.80） 54 直立 平坦 SI24 →本跡
→ SK275

243 O13i6 Ｎ－48°－W 楕円形 0.91 × 0.75 15 緩斜 皿状 自然

244 O13i6 Ｎ－１°－Ｅ 楕円形 0.87 × 0.73 14 緩斜 皿状 自然

246 Q11h4 Ｎ－21°－W ［楕円形］ 1.08 × 0.96 54 外傾 平坦 自然 本跡→ SK284

248 O12d6 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.80 18 緩斜 皿状 SI50，SK281 →
本跡

256 O12f0 Ｎ－ 31°－Ｅ 楕円形 0.92 × 0.71 14 外傾 平坦 自然 SI39 →本跡

257 O13f1 Ｎ－ 80°－Ｅ 楕円形 0.72 × 0.56 17 外傾 平坦 自然 SI39 →本跡

258 O13f1 Ｎ－40°－W 楕円形 2.60 × 1.23 12 緩斜 平坦 SI39 →本跡

259 O13i6 － 円形 1.20 × 1.11 70 外傾 平坦 SI37 →本跡

260 P13b0 Ｎ－35°－W 不正楕円形 1.32 × 1.04 72 外傾 平坦 SI42 →本跡

261 P13b0 － 円形 0.74 × 0.70 44 外傾 平坦 SI42 →本跡

262 P13a0 Ｎ－34°－W 楕円形 1.16 × 1.04 46 外傾 平坦 SI42 →本跡

263 P13a9 Ｎ－35°－W 楕円形 1.12 × 0.84 58 外傾 凹凸 SI42 →本跡

272 P13e4 Ｎ－２°－ W 楕円形 1.40 × 1.26 14 緩斜 平坦 自然

274 O13j6 － 円形 0.97 × 0.95 50 外傾 平坦 SI37 →本跡

275 P11f2 － 円形 0.68 × 0.63 48 ほぼ直立 平坦 SI24，SK242 →
本跡

276 Q11j4 － 円形 0.28 × 0.26 ４ 緩斜 平坦 自然

277 Q11i4 － 円形 0.90 × 0.88 20 緩斜 平坦 自然

279 Q11g5 － 円形 0.80 × 0.79 18 外傾 平坦 自然

280 O12d5 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円傾 1.06 × 0.93 63 ほぼ直立 平坦 SI50 →本跡

281 O12d6 Ｎ－８°－ W 楕円傾 0.79 × 0.70 16 緩斜 平坦 SI50 →本跡
→ SK248

283 Q11h3 Ｎ－ 58°－Ｅ 不整楕円形 1.23 ×（0.50） 18 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK284

284 Q11h3 Ｎ－11°－W 不整楕円形 1.36 × 1.04 24 緩斜 平坦 自然 SK246・283 →
本跡

285 O12d8 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 0.76 × 0.64 14 緩斜 平坦 自然 SI40 →本跡

286 O13f3 Ｎ－57°－W ［楕円形］ （1.44 × 1.11） 70 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK287

287 O13f3 Ｎ－62°－W ［楕円形］ （1.40 × 1.20） 87 ほぼ直立 平坦 自然 SK286 →本跡
→ SK288

288 O13f2 － 円形 （1.08）× 0.99 36 緩斜 皿状 自然 SK287 →本跡
→ SK289

289 O13f2 － 円形 1.00 × 0.98 30 緩斜 皿状 自然 SK288 →本跡

290 O11d9 Ｎ－37°－W 楕円形 0.78 × 0.55 28 緩斜 皿状

291 O11e0 Ｎ－ 35°－Ｅ 不整長方形 1.29 × 0.84 40 外傾 皿状 SI8 →本跡

292 P13g2 Ｎ－ 36°－Ｅ 楕円形 0.87 × 0.63 59 外傾
袋状 U 字状 自然

298 Q11g4 － 円形 0.86 × 0.84 26 外傾 平坦 SI52 →本跡

299 Q11h3 － 円形 1.02 × 0.93 72 ほぼ直立 平坦 SI52 →本跡
SK367 と新旧不明

300 P13c4 Ｎ－ 31°－Ｅ 楕円形 1.09 × 0.96 14 緩斜 平坦 自然

304 P13a5 － 円形 1.17 × 1.13 38 外傾 平坦 自然

308 P11a5 Ｎ－ 19°－Ｅ 楕円形 1.15 × 1.04 72 外傾 平坦 SI51 →本跡
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

309 P11a5 － 円形 1.76 × 1.70 75 外傾 平坦 SI51 →本跡

310 O13i6 Ｎ－ 33°－Ｅ ［楕円形］ （1.16）× 1.06 60 外傾 平坦 自然

311 O13i7 － 円形 1.34 × 1.24 56 外傾 平坦 自然

312 O13i7 Ｎ－25°－W ［楕円形］ 1.48 × 1.16 60 外傾 平坦 自然

313 O13i7 － ［円形］ 1.40 × 1.38 54 外傾 平坦 自然

315 P13b2 － 円形 0.63 × 0.59 ６ 緩斜 平坦 自然

316 O13i8 － ［円形］ 1.42 ×（1.34） 66 外傾 平坦 人為 本跡→ SK358

317 O12c1 － 円形 1.09 × 1.02 70 外傾 平坦 自然 SI ３，SK415
→本跡

318 O12c1 Ｎ－ 28°－Ｅ 楕円形 1.30 × 1.04 （20） 外傾 平坦 自然 SI3 →本跡

319 O11c0 － 円形 0.96 × 0.90 （27） 外傾 平坦 自然 SI ３，SK470・
473 →本跡

320 P13b2 Ｎ－ 29°－Ｅ 楕円形 0.77 × 0.66 15 緩斜 平坦 自然

321 O11c0 － 円形 1.16 × 1.07 （28） 外傾 平坦 自然 SI ３，SK414・
473 →本跡

322 O12f3 － 円形 1.10 × 1.05 44 ほぼ直立 平坦 自然

324 O12g5 － 円形 1.04 × 1.00 81 直立 平坦 自然

325 Q10f0 － 円形 1.17 × 1.12 83 ほぼ直立 平坦 自然 SD4 →本跡

327 Q11g2 － 円形 0.76 × 0.70 21 緩斜 皿状 自然

328 Q11g2 Ｎ－ 90°　　 0.79 ×（0.49） 24 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK329

329 Q11g2 － 円形 （1.12 × 1.05） 62 外傾 　平坦　 自然 SK328・390
→本跡

330 O12g5 － 円形 1.07 × 1.00 42 ほぼ直立 平坦 人為 SK331 →本跡

331 O12g4 Ｎ－42°－W （0.69 × 0.43） ９ 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK330

333 Q10d9 Ｎ－ 29°－Ｅ 楕円形 0.99 × 0.77 32 外傾 平坦 自然

334 Q10d8 － 円形 0.85 × 0.83 27 外傾 平坦 自然

335 Q11f1 － 円形 0.80 × 0.77 25 外傾 平坦 自然

336 O12b2 － 円形 0.98 × 0.94 63 直立 平坦 自然 SK339 →本跡
→ SK345

337 O12b2 Ｎ－ 33°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.80 50 ほぼ直立 平坦 自然

338 O12b2 Ｎ－15°－W 楕円形 0.87 × 0.78 37 緩斜 皿状 自然

339 O12b2 － （1.04 × 0.90） 53 ほぼ直立 平坦 自然 本跡→ SK336

341 O12i4 － 1.03 ×（0.48） 82 ほぼ直立 平坦 自然 SI47 →本跡
→ SK343

342 Q10e8 － 円形 0.87 × 0.80 22 緩斜 平坦 自然

343 O12i4 Ｎ－14°－W 楕円形 1.78 × 1.08 82 ほぼ直立 平坦 自然 SI47，SK341
→本跡

344 O12d1 － 円形 1.06 × 1.04 50 外傾 平坦 自然 SK409 →本跡

345 O12b2 Ｎ－ 32°－Ｅ 楕円形 1.48 × 1.15 70 ほぼ直立 平坦 自然 SK336 →本跡

348 Q11f1 － 円形 0.80 × 0.75 15 緩斜 平坦 自然

350 O12h1 Ｎ－28°－W 楕円形 0.94 × 0.82 64 ほぼ直立 平坦 自然 SK351 →本跡

352 Q11e5 Ｎ－28°－W 楕円形 1.08 × 0.95 45 外傾 平坦 自然 SK353 →本跡

353 Q11e5 Ｎ－ 13°－Ｅ （1.44）× 1.40 24 緩斜 平坦 自然 本跡→ SK352

356 O12h5 － 0.74 ×（0.48） 22 外傾 平坦 本跡→ SI47

357 O12a2 Ｎ－ 71°－Ｅ 楕円形 1.35 × 1.09 48 外傾 有段 自然

358 O13i8 Ｎ－ 70°－Ｅ 楕円形 1.04 × 0.94 70 外傾 平坦 自然 SK316 →本跡

362 Q10e8 Ｎ－６°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.78 16 緩斜 平坦 自然

363 Q10d8 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 0.34 × 0.28 4 緩斜 平坦 自然

364 Q10d8 Ｎ－43°－W 楕円形 0.64 × 0.54 ８ 緩斜 平坦 自然

367 Q11h3 Ｎ－21°－W 楕円形 1.23 × 0.88 （31） ほぼ直立 平坦 自然 SI52 →本跡，
SK299 と新旧不明

369 Q11e5 － 円形 0.72 × 0.69 20 緩斜 平坦

376 Q11j8 － 円形 0.88 × 0.82 20 外傾 平坦 自然 SK377 →本跡

377 Q11j8 － 円形 0.93 × 0.87 24 外傾 平坦 自然 本跡→ SK376
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

378 R11a8 Ｎ－15°－W 楕円形 0.43 × 0.38 13 外傾 平坦 自然

379 R11a8 － 円形 0.84 × 0.80 22 緩斜 平坦 自然

380 Q10d9 － 円形 0.75 × 0.74 37 ほぼ直立 平坦 自然 SI45 →本跡

385 Q11e7 － 円形 0.98 × 0.92 84 直立 平坦 自然

390 Q11g2 － （1.00 × 0.53） 23 緩斜 平坦 本跡→ SK329

391 O11g8 Ｎ－ 68°－Ｅ 楕円形 1.95 × 1.80 160 外傾 平坦 自然
本跡→ SK459，
SI53，SK394
新旧不明

394 O11f8 － [ 円形 ] 1.20 ×（0.98） 68 外傾 平坦 SK391・416
新旧不明

395 O11f8 Ｎ－５°－Ｅ ［楕円形］ （1.08）× 0.87 40 外傾 平坦 自然
SK396 →本跡
→ SK448
SK416 と新旧不明

396 O11f8 Ｎ－ 25°－Ｅ ［楕円形］ （0.76 × 0.45） 78 外傾 平坦 自然 本跡→ SK395
SK416 新旧不明

397 Q11b4 Ｎ－73°－W 長方形 2.62 × 1.54 11 緩斜 平坦 自然

398 Q10c7 － 円形 1.03 × 0.96 54 直立 平坦 自然

399 Q11d8 － 円形 0.70 × 0.68 16 緩斜 平坦 自然

401 Q11e9 － 円形 0.90 × 0.90 27 ほぼ直立 平坦 自然

402 Q12d2 － ［楕円形］ 0.97 ×（0.46） 21 外傾 平坦 自然 本跡→ SK403

404 Q12d7 Ｎ－ 10°－Ｅ 楕円形 1.39 × 1.21 114 袋状 平坦

409 O12d1 Ｎ－40°－W ［楕円形］ 1.18 ×（0.64） 64 外傾 平坦 本跡→ SK344

410 P12i6 － 円形 1.04 × 1.04 30 外傾 平坦 自然

414 O11c0 － ［円形］ 1.05 ×（0.78） 56 外傾 平坦 SI ３→本跡
→ SK321

415 O12b1 Ｎ－ 30°－Ｅ ［楕円形］ 0.80 ×（0.70） 54 外傾 平坦 SI ３→本跡
→ SK317

416 O11f8 － ［円形］ 1.13 × [1.10] 83 外傾 平坦 SK394 ～ 396
新旧不明

418 P11h1 Ｎ－58°－W 楕円形 1.52 × 1.28 54 ほぼ直立 平坦 自然

419 P12f8 － 円形 0.77 × 0.73 14 外傾 平坦 自然

420 P12g7 － 円形 0.84 × 0.87 23 外傾 平坦 自然

421 P12h6 Ｎ－ 45°－Ｅ 隅丸長方形 0.84 × 0.72 44 外傾 平坦 自然

422 P11d3 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.86 × 0.76 12 緩斜 平坦 自然

423 P11d3 Ｎ－80°－W 楕円形 1.14 × 0.98 80 内彎 平坦 自然 SI24 新旧不明

424 P10h0 － 円形 0.90 × 0.88 20 外傾 平坦

426 P12j1 Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 0.74 × 0.66 ６ 緩斜 平坦 自然

428 Q10b9 Ｎ－ 33°－Ｅ 楕円形 3.48 × 2.47 88 外傾 平坦 自然 SD ４新旧不明

429 Q11b2 － 円形 0.80 × 0.75 29 ほぼ直立 平坦 自然

432 P12i1 Ｎ－ 70°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.88 88 外傾 平坦 自然 本跡→ SK433

433 P12j1 Ｎ－48°－W 楕円形 1.28 × 1.12 60 外傾 平坦 自然 SK432 →本跡

434 Q10b7 Ｎ－51°－W 楕円形 1.64 × 1.05 46 直立 平坦 SD11 新旧不明

435 Q10c7 Ｎ－72°－W 楕円形 1.28 × 1.06 74 直立 平坦

438 Q10b7 － 不整楕円形 0.67 × 0.65 43 緩斜 浅い U 字 自然

439 Q11c3 － 円形 0.92 × 0.86 29 外傾 平坦 自然

440 R12e3 Ｎ－11°－W 方形 1.15 × 1.14 24 緩斜 平坦 自然

441 Q11f7 － 円形 0.92 × 0.84 48 外傾 平坦 自然

443 P11c4 － 円形 （1.13 × 1.09） 74 ほぼ直立 平坦 自然 SD ３A・B
→本跡

444 P11c4 － 円形 （1.07）× 1.00 78 ほぼ直立 平坦 自然 SD ３A →本跡

446 Q10b8 － 円形 （1.14 × 1.11） 64 直立 平坦 自然 SD11 →本跡

448 O11f8 Ｎ－70°－W 不整楕円形 1.48 × 1.38 94 外傾 平坦 SK395 →本跡

450 P11b5 Ｎ－ 58°－Ｅ 楕円形 1.32 × 1.10 68 外傾 平坦

451 P11b5 － 円形 1.12 ×（0.93） 50 外傾 平坦 SK452 新旧不明

452 P11b4 － 円形 （1.07）× 1.02 52 外傾 平坦 SK451 新旧不明

453 O11j6 Ｎ－８°－ W 楕円形 1.36 × 1.18 34 緩斜 平坦
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

454 Q11d4 － 円形 0.75 × 0.71 20 緩斜 平坦

459 O11g8 Ｎ－33°－W 楕円形 1.42 × 1.23 132 外傾 平坦 SK391・460
→本跡

460 O11g8 Ｎ－56°－W ［楕円形］ 1.48 × 0.91 57 緩斜 平坦 本跡→ SK459

461 Q10c8 － 円形 0.80 × 0.79 33 直立 平坦

463 Q11h3 － 円形 0.40 × 0.38 10 外傾 平坦

464 Q11i4 Ｎ－ 90°　　 楕円形 0.39 × 0.27 13 緩斜 平坦

465 Q11i3 － 円形 0.44 × 0.42 65 直立 平坦

466 Q10d8 － 円形 1.03 × 1.02 58 直立 平坦

470 O11c0 － ［円・楕円形］ 0.85 ×（0.52） （17） 外傾 平坦 SI ３→本跡
→ SK319

473 O11c0 － 円形 0.81 ×（0.75） （10） 外傾 平坦 SI ３→本跡
→ SK319・321

474 P11d4 － 円形 1.08 × 1.01 68 外傾 平坦 SI49 →本跡

　⑸　溝跡

　今回の調査で，時期や性格が不明な溝跡 11 条を確認した。以下，実測図（第 187 ～ 189 図）及び一覧

表を掲載する。
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第 187 図　第１・２・３A・３B・４・５・６・７・８・10・11 号溝跡実測図
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第 188 図　第３A・３B・４号溝跡出土遺物実測図⑴

第６号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量 ２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３A・３B号溝跡土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子中量，炭化物微量
３　暗 褐 色　ローム粒子中量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量
６　褐 色　ローム粒子中量

７　褐 色　ローム粒子多量
８　黒 褐 色　ロームブロック少量
９　暗 褐 色　ローム粒子少量
10　暗 褐 色　ロームブロック中量
11　褐 色　ロームブロック中量

第４号溝跡土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　暗 褐 色　ローム粒子中量

６　褐 色　ローム粒子多量
７　暗 褐 色　ロームブロック多量
８　褐 色　ロームブロック多量
９　黒 褐 色　ローム粒子中量
10　褐 色　ロームブロック多量

第７号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック中量

第８号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量

３　褐 色　ロームブロック中量

第 10号溝跡土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量

第 11号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第１号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック少量

第２号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック少量

237

238

241239

245
244243

242

DP29

０ 10㎝

237

238

241239

245
244243

242

DP29

０ 10㎝
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表８　その他の溝跡一覧表

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

１ N10j0 ～ N11h5 Ｎ－ 60°－Ｅ 直線状 20.90 0.40 ～
0.62

0.23 ～
0.35 12 台形 外傾 自然 土師器

２ N10g8 ～ N10j9 Ｎ－ 15°－ W 直線状 11.25 0.40 ～
0.74

0.18 ～
0.57 ８ 台形 緩斜 自然 土師器 SI ９→本跡

３A P9e2 ～ Q12g0 Ｎ－ 15°－ W
Ｎ－ 93°－ W L 字状 （193.56） 0.34 ～

1.76
0.12 ～
0.68 22 ～ 78 皿状 緩斜 自然

縄文土器，弥生土
器，土師器，須恵
器，陶磁器，土製
品，石器，石製品

SI26，SK136・307，SD
７→本跡→ SK110・116・
133・137・296・443・
444

３B P9e5 ～ P11c5 Ｎ－ 93°－ W 直線状 75.68 0.40 ～
0.70

0.06 ～
0.32 ６～ 44 皿状 緩斜 自然

縄文土器，弥生土
器，土師器，須恵
器，陶磁器，土製
品，石器，石製品

SI26 → 本 跡 → SK123・
133・138・443

４ P9d1 ～ Q11h1 Ｎ－ 73°－ E
Ｎ－ 17°－ W L 字状 （134.16） 1.15 ～

2.06
0.36 ～
1.20 38 ～ 62 台形 緩斜 自然

縄文土器，土師器，
須恵器，磁器，
土製品，石器，
石製品

S I 2 2 ・ 2 3 ・ 4 4 ・ 4 5 ，
SK129・130・135・176・
181・186・187・189 →
本 跡 → SK97・98・101・
102・154・177・325，SD ３・
８・11
SK128・428，SD ５
新旧不明

５ O9g9 ～ P9d7 Ｎ－ 18°－Ｅ 直線状 31.40 0.17 ～
0.61

0.06 ～
0.37 18 台形 緩斜 自然 土師器，瓦 SI22 →本跡，

SD ４新旧不明
６ P10a8 ～ P10b8 Ｎ－１°－ W 直線状 4.70 0.40 ～

0.62
0.26 ～
0.43 12 浅い

U 字状 緩斜 自然

７ P9e2 ～ P9e3 Ｎ－ 89°－Ｅ 直線状 （3.06） 0.34 ～
0.56

0.12 ～
0.28 16 ～ 20 皿状 緩斜 自然 本跡→ SD ３

８ Q10d5 ～ P11e2 Ｎ－ 35°－Ｅ 直線状 （44.36） 0.29 ～
0.90

0.12 ～
0.68 17 台形 外傾 自然 土師器 SD ４ → 本 跡 → SK143・

144・171・182

遺構 番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

SD3 237 土師器 坏 ［17.6］（4.4） － 長石・石英・黒色
粒子・針状鉱物 にぶい橙 普通 外面横位のヘラナデ　内面横位のヘラ磨き 北西部

覆土中 10％

SD4 238 須恵器 蓋 － （2.2） － 長石 灰オリーブ
灰 黄 普通 天井部回転ヘラ削り　内面ロクロナデ 覆土中 30％

SD4 239 須恵器 高坏 － （5.2）［10.9］長石 褐 灰 普通 透かし孔４か所 中央部
覆土中 10％

SD4 241 須恵器 横瓶 － （6.9） － 長石・石英・
黒色粒子

灰 黄
暗オリーブ 良好 側面円盤閉塞 北西部

覆土中
10％　242 と
同一個体ヵ

SD4 242 須恵器 横瓶 － （9.5） － 長石・石英・
黒色粒子 灰 黄 普通 側面円盤閉塞 中央部

覆土中
５％　241 と
同一個体ヵ

SD4 243 土師器 炉器台 － （8.4） － 長石・石英・
細礫 橙 普通 指ナデ　幅（5.6）㎝，厚さ（4.4）㎝ 覆土中

SD4 244 土師器 炉器台 － （9.2） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 指ナデ　幅（5.1）㎝，厚さ（4.2）㎝ 覆土中

SD4 245 土師器 炉器台 － （9.6） － 長石・細礫 にぶい黄橙 普通 指ナデ　幅（6.3）㎝，厚さ（5.4）㎝ 覆土中

その他の溝跡出土遺物観察表（第 188・189 図）

遺構 番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

SD4 DP29 土玉 3.9 3.9 0.8 51.87 長石・石英 にぶい黄橙 指ナデ　指頭痕 中央部
覆土中

遺構 番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

SD3 Q77 勾玉 3.1 2.0 0.4 4.52 滑石 全面研磨加工　一方向からの穿孔　孔径 0.2㎝ 中央部
覆土中  PL39

SD4 Q78 勾玉 3.25 2.1 0.7 8.04 滑石 全面研磨加工　一方向からの穿孔　側面部加工途中ヵ　
孔径 0.15㎝ 覆土中  PL39

SD4 Q79 有孔円板 2.51 2.83 0.45 5.82 滑石 全面研磨加工　一方向からの穿孔　孔径 0.17㎝ 中央部
覆土中  PL40

SD4 Q80 有孔円板 3.12 3.34 0.52 9.59 滑石 全面研磨加工　一方向からの穿孔　孔径 0.14㎝ 北西部
覆土中  PL40

SD4 Q81 有孔円板 2.5 （2.6） 0.4 （4.79） 滑石 全面研磨加工　一方向からの穿孔　孔径 0.13㎝ 北西部
覆土中  PL40

第 189 図　第３A・３B・４号溝跡出土遺物実測図⑵

Q77 Q78 Q79

Q81Q80
０ ５㎝

Q77 Q78 Q79

Q81Q80
０ ５㎝
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第１号炉跡土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ロームブロック少量，炭化物微量
２　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

４　褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
５　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

第２号炉跡土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
２　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，炭化物・ローム粒子少量
３　褐 色　ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物微量

４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
５　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック少量

第３・４号炉跡土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
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第 190 図　第１・２・３・４号炉跡実測図

表９　その他の炉跡一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ P10b4 Ｎ－ 18°－Ｅ 楕円形 1.53 × 0.88 20 外傾 平坦 －

２ P10c2 Ｎ－ 90°－Ｅ ［楕円形］ 2.22 ×［0.90］ 20 緩斜 皿状 －

３ O13j2 － 円形 0.52 × 0.48 ２ 緩斜 平坦 －

４ O13i2 － 円形 0.56 × 0.56 ２ 緩斜 平坦 －

　⑹　炉跡

　今回の調査で，時期や性格が不明な炉跡４基を確認した。以下，実測図（第 190 図）及び一覧表を掲載する。

10 P10j3 ～ P10i6 Ｎ－ 78°－Ｅ 直線状 11.62 0.38 ～
0.68

0.22 ～
0.43 ８ 台形 緩斜 自然 土師器 SI29 →本跡

11 Q10d7 ～ Q10a9 Ｎ－ 34°－Ｅ 直線状 （14.70） 1.15 ～
1.43

0.31 ～
0.80 24 台形 緩斜 自然 SD ４ → 本 跡 → SK446，

SK434 新旧不明
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　⑺　遺構外出土遺物

　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物については，実測図（第 191 ～ 193 図）と観察表を掲載する。

第 191 図　遺構外出土遺物実測図⑴
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０ 10㎝
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256

０ 10㎝
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第 192 図　遺構外出土遺物実測図⑵
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

246 縄文土器 深鉢 － （2.7） － 長石・石英・
赤色粒子 赤 褐 普通 単節縄文 RL 横位施文 表採  PL37

247 縄文土器 深鉢 － （3.1） － 長石・石英・
赤色粒子 赤 褐 普通 単節縄文 RL 横位の施文後に沈線文 表採  PL37

248 縄文土器 深鉢 － （3.9） － 長石・石英・
赤色粒子 赤 褐 普通 半截竹管による縦位の曲線文　表裏面ナデ 表採  PL37

249 縄文土器 深鉢 － （5.3） － 長石・石英・
赤色粒子 赤 褐 普通 単節縄文 LR 斜位施文 表採  PL37

250 土師器 坏 ［13.3］ 5.7 4.8 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 橙 普通 外・内面ヘラナデ SI53 覆土中 50％

251 土師器 坏 ［12.8］（5.2） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 外面横位のヘラ磨き　内面横位のヘラナデ SK275

覆土中 10％

252 土師器 坏 ［13.5］（4.0） － 長石・石英 赤 褐 普通 外面ヘラ削り後一部ヘラナデ　内面ヘラナデ SK188
覆土中 10％

253 土師器 坏 ［13.8］（3.0） － 石英 褐 普通 外面ヘラナデ SK205
覆土中 ５％

254 土師器 坏 ［15.7］（4.3） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外面横位のヘラナデ　内面摩滅のため不明 SK380
覆土中 10％

255 土師器 坏 ［17.8］（5.4） － 長石・石英・
黒色粒子・細礫 にぶい赤褐 普通 外・内面横位のヘラ削り 表土 30％

256 土師器 坏 17.4 （6.3） － 長石・石英 にぶい橙 普通 外面ロクロナデ　内面ヘラ磨き　黒色処理 SI18 覆土中 40％

257 土師器 椀 ［10.0］ 6.4 ［4.2］
長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子・
細礫

橙 普通 外面ヘラナデ　内面摩滅のため不明 SK428
覆土中 30％

258 須恵器 坏蓋 ［13.7］ 5.4 － 長石・黒色粒子・
細礫 灰 良好 天井部外面回転ヘラ削り　内面仕上げナデ SK113

覆土中
70％
東海産ヵ  
PL31

259 須恵器 ［9.8］ （3.8） － 長石・石英 灰 良好 口縁部外面沈線区画　波状文 SK230
覆土中 ５％

260 須恵器 － （5.6） － 長石・石英・
黒色粒子 黄 灰 良好 外面列点文　内面ロクロナデ 表採 ５％

261 須恵器 高坏 － （5.2） － 長石・石英・
黒色粒子 黄 灰 良好 外・内面ロクロナデ SK428

覆土中 10％

262 土師器 甕 － （3.8） － 長石・細礫 橙 普通 SK217
覆土中 ５％

263 土師器 甕 ［16.6］（4.7） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面横位のヘラナデ　
頸部外面縦位のヘラ削り

SK230
覆土中 ５％

264 土師器 甕 ［19.7］（5.7） － 長石・石英 にぶい褐 普通 外面縦位のヘラナデ SK308
覆土中 ５％

265 土師器 甕 ［12.5］（8.5） － 長石・赤色粒子 橙 普通 外面ヘラ削り　内面ヘラナデ SK333
覆土中 10％

266 土師器 甕 ［17.7］ 24.6 7.0 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 褐 普通 外・内面ヘラナデ 表土 40％

267 土師器 小形甕 ［15.6］（8.4） － 長石・石英 褐 普通 外・内面ヘラナデ SK209
覆土中 10％

268 土師器 甑 － （5.6） ［8.6］ 長石・石英 灰黄褐 普通 外面ヘラ削り　内面ヘラナデ SK333
覆土中 10％

遺構外出土遺物観察表（第 191 ～ 193 図）

第 193 図　遺構外出土遺物実測図⑶
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Q82 剥片 4.7 2.9 0.9 5.56 チャート  二次加工のある剥片 表採 PL39

Q83 砥石 （4.2） （2.0） （4.5）（40.20） 砂岩  一面使用　穿孔痕２か所 表採

Q84 紡錘車 （2.00）（3.85） 0.95 （7.87） 滑石  全面研磨加工　有段　孔径 0.6㎝ 表採

Q85 勾玉 2.15 1.35 0.7 3.13 不明  全面研磨加工　一方向からの穿孔　孔径 0.15 ～ 0.25㎝
 ガラス製の可能性がある

SK176
覆土中 PL39

Q86 有孔円板 2.1 2.4 0.35 3.46 滑石  全面研磨加工　一方向からの穿孔　孔径 0.2㎝ 表採 PL40

Q87 有孔円板 2.0 3.1 0.4 （4.57） 滑石  全面研磨加工　一方向からの穿孔　孔径 0.18㎝ 表土 PL40

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M7 刀子ヵ （5.7） 0.8 0.7 （11.01） 鉄 SK169
覆土中 PL41

M8 釘ヵ （5.1） 1.1 0.9 （9.85） 鉄 SK26
覆土中 PL41

M9 轡 13.35 1.75 0.75 24.42 鉄 上部管状　中央部屈折　引手ヵ SK27
覆土中 PL42

M10 煙管 （5.2） 1.3 1.0 （9.53） 銅 吸口部　木部残存　銅板厚 0.1㎝ SK142
覆土中 PL42

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 焼成 特　　　　徴 出土位置 備　考

T1 軒平瓦 （4.9）（11.15）（4.7）（135.0）長石 にぶい赤褐 普通  軒平瓦　橘唐草文 SK316
覆土中 PL38

番号 器　種 銭　名 径 厚さ 重量 材　　質 表面 裏面 出土位置 備　考

M11 銭貨 １銭 2.87 0.15 6.71 銅 中央龍図　角鱗
「大日本・明治十年・１SEN」

上部に菊紋　菊紋右に「以百枚」
左に「■一圓」　中央に「一錢」

SK54
覆土中 PL42

M12 銭貨 ２銭 3.18 0.22 13.78 銅 中央龍図　波鱗
「大日本・明治十四年・２SEN」

上部に菊紋　菊紋右に「五十枚」
左に「換一圓」　中央に「二錢」

SK404
覆土中 PL42

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP30 土玉 2.4 2.5 0.6 （13.60） 長石・石英 灰黄褐 表採

DP31 土玉 ［3.6］ 5.2 ［1.0］ （24.92） 長石・石英 黒 褐 指ナデ 表採

DP32 管状土錘 1.3 3.8 0.4 5.50 長石・石英・
赤色粒子 赤 褐 SK404

覆土中
DP33 管状土錘 1.5 4.3 0.5 9.74 長石・石英 にぶい黄褐 SK304

覆土中
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　宮中野古墳群は，鹿嶋市のほぼ中央部，太平洋と北浦に挟まれた鹿島台地上に位置し，北浦南東岸の谷津

が入り組んで，二股に分かれた舌状台地の縁辺部に広がっている。今回の調査区は，遺跡範囲の南西先端部

に所在している。周辺の地形は，西に北浦によって形成された沖積低地があり，南と北には支谷が入り込ん

でおり，東には台地の平坦部が広がっている。

　調査の結果，古墳時代の竪穴建物跡 55 棟，平安時代の火葬墓３基のほか，時期不明の竪穴建物跡２棟，　

有段土坑 29 基，長方形土坑 84 基，土坑 332 基，溝跡 11 条，炉跡４基などが確認でき，集落跡及び墓域で

あることが判明した。

　本節では，古墳時代の出土土器や集落の様相，周辺の古墳との関わりについて概観し，その後の平安時代

までにわたる墓域としての利用について，遺跡の性格とともに若干の考察を加えて，まとめとしたい。

　　　第４節 ま と め

　古墳時代の竪穴建物跡 55 棟のうち，32 棟の床面から，当該期の特徴を示す土器群が出土している。そ

れらの器種組成や器形，手法から，３時期（第Ⅰ～Ⅲ期）に分類できる。以下，各期の特徴について述べる。

第Ⅰ期　第１・５・11・19・23・24・26・29・32・36・43 号竪穴建物跡から出土した土器群が該当する。

器種は，土師器坏・椀・高坏・壺・坩・鉢・甕・手捏土器，須恵器坏身・坏蓋・高坏・ ・甕が出土している。

土師器坏は，扁平な平底で器壁は厚い。口縁部がやや内彎しているものと，やや丸味を持った体部から口

縁部が直立しているものがみられる。椀は，一部にハケ目調整が認められる。甕は，口縁部がくの字状に

外反し，体部にナデ調整を施しているものが主である。また，第43号竪穴建物跡から出土した165のように，

折り返し口縁で，体部にハケ目調整が残るものもある。須恵器は，東海産や陶邑産の製品で，TK208 型

式期から TK47 型式期に位置づけられる（第 193 図）。

第Ⅱ期　第８・９・15・18・21・22・31・34A・41・42・47・53・55 号竪穴建物跡の土器群が該当する。

器種は，土師器坏・椀・鉢・小形甕・甕・手捏土器，須恵器坏身・坏蓋・高坏・無蓋高坏・ ・甕が出土

している。土師器椀や甕は，ハケ目調整が認められなくなり，土師器高坏は出土例が無い。土師器坏は，

平底から丸底への移行期である。口縁部がやや外反し，体部が粗いナデ調整で，器高は高くなり，器壁は

薄くなっている。甕は，口縁部が体部から直立気味に立ち上がって外反しており，体部はナデ調整のもの

が主である（第 193・194 図）。

第Ⅲ期　第２・３・４・27・34B・46・51・52 号竪穴建物跡が該当する。器種は，土師器坏・椀・坩・壺・

高坏・小形鉢・鉢・甑・小形甕・甕・手捏土器，須恵器坏身・坏蓋・高坏・ ・甕が出土している。土師

器坏は，口縁部が外傾し，ほぼすべてが丸底となっている。上半分に赤彩があるものが多い。甕は形状が

第Ⅱ期とほぼ変わらないが，体部外面に磨き調整が施されるようになる（第 194 図）。

　以上，当遺跡の土器群は和泉期から鬼高期への移行期への様相を示している。各期の年代的位置づけは，

出土した須恵器から，５世紀後葉から６世紀初頭に比定できる。

１　はじめに

２　集落の変遷

　⑴　出土土器について
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第 194 図　宮中野古墳群出土土器２
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　竪穴建物跡は，標高 34 ～ 36m の平坦部に立地しており，調査区域のほぼ全体に散在している。重複関

係が認められるのは，55 棟中，第 27・28 号竪穴建物跡，第 34A・34B 号竪穴建物跡，第 43・52 号竪穴

建物跡の３例のみで，切り合いから，新旧関係を判断することは困難であった。従って，前項の時期区分（第

Ⅰ～Ⅲ期）に基づき，竪穴建物跡と集落の特徴について検討する（第 195 ～ 197 図　表 10）。なお，竪穴

建物跡の規模については，一辺４m未満を小形，一辺４m以上７m未満を中形，一辺７m以上を大形とした。

第Ⅰ期　第１・５・11・19・23・24・26・29・32・36・43 号竪穴建物跡の 11 棟が該当する。規模は，大

形２棟，中形８棟，小形１棟である。大形・中形はいずれも主柱穴が４か所で，炉が付設されている。炉

の位置は，北寄りの２か所の主柱穴（P １・P ４）間が８棟で最も多く，中央部が２棟，北壁寄りが１棟

である。第 29 号竪穴建物跡は炉が２か所設けられている。小形の第 43 号竪穴建物跡は，主柱穴や炉をも

たない構造である。貯蔵穴は，第５・11・23・24・26・29・36 号竪穴建物跡の７棟が南壁際中央部，第

１号竪穴建物跡が東西コーナー部，第 32 号竪穴建物跡が南コーナー部にそれぞれ付設されている。建物

跡の主軸方向は不揃いで，20 ～ 60m 間隔でまばらに分布している（第 195 図）。

第Ⅱ期　第８・９・15・18・21・22・31・34A・41・42・47・53・55 号竪穴建物跡の 13 棟が該当する。規模は，

第 47 号竪穴建物跡のみが大形で，それ以外はすべて中形である。主柱穴は，遺構が調査区域外へ延びて

いる３棟のほか，７棟が４か所，第 18 号竪穴建物跡が３か所，第 41 号竪穴建物跡は２か所で，第９号竪

穴建物跡は主柱穴を伴わない。炉の位置は，P １・P ４の間が８棟，中央部４棟，北壁寄り１棟で，第８・

31 号竪穴建物跡は炉が２か所設けられている。貯蔵穴は，第 21・31・42 号竪穴建物跡の 3 棟が南壁際中

央部，第９号竪穴建物跡が南西コーナー部に，第 53 号竪穴建物跡は南コーナー部にそれぞれ付設されて

　⑵　竪穴建物跡と集落の特徴について

第 195 図　第Ⅰ期集落（S=1/1,200）
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第 196 図　第Ⅱ期集落（S=1/1,200）

第 197 図　第Ⅲ期集落（S=1/1,200）
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SI 時期 軸方向 大きさ 主柱穴 炉の位置 出入口
ピット 貯穴の位置 間仕切り溝 備考

第
Ⅰ
期

1 ５世紀後葉 Ｎ－ 46°－ W 中形 ４ P1・P ４の間 1 東西コーナー部 ４本

5 ５世紀後葉 Ｎ－７°－Ｅ 大形 ４ P1・P ４の間より
やや中央寄り － 南壁中央部 13 本 焼失

11 ５世紀後葉 Ｎ－ 18°－Ｅ 中形 ４ P1・P ４の間 － 南壁中央部

19 ５世紀後葉 Ｎ－ 27°－ W 中形 ４ P1・P ４の間より
やや北壁寄り 1 －

23 ５世紀後葉 Ｎ－４°－Ｅ 中形 ４ 中央部 － 南壁中央部 焼失
24 ５世紀後葉 Ｎ－６°－Ｅ 中形 ４ 北壁寄り － 南壁中央部 ３本 焼失

26 ５世紀後葉 Ｎ－ 10°－Ｅ 中形 ４ P1・P ４の間より
北壁寄り － 南壁中央部 ６本 焼失

29 ５世紀後葉 Ｎ－ 23°－ W 大形 ４ 中央部，P1・P ４
の間 1 南壁中央部 ７本 焼失

32 ５世紀後葉 Ｎ－ 45°－ W 中形 ４ P1・P ４の間 1 南コーナー部 ５本 焼失
36 ５世紀後葉 Ｎ－ 27°－ W 中形 ４ P1・P ４の間 1 南東壁中央部 ５本
43 ５世紀後葉 Ｎ－ 16°－ W 小形 － － － －

第
Ⅱ
期

8 ５世紀末葉 Ｎ－５°－ W 中形 ４ 中央部，P1・P ４
の間 1 －

9 ５世紀末葉 Ｎ－ 110°－Ｗ 中形 － 中央部のやや西壁
寄り － 南西コーナー部

15 ５世紀末葉 Ｎ－０° 中形 ４ P1・P ４の間 － － 焼失
18 ５世紀末葉 Ｎ－ 22°－ W 中形 ３ P1・P ４の間 1 －
21 ５世紀末葉 Ｎ－ 10°－ W 中形 ４ 中央部 1 南壁中央部 ６本

22 ５世紀末葉 Ｎ－１°－ W 中形 ４ P1・P ４の間より
北壁寄り － － １本 焼失

31 ５世紀末葉 Ｎ－２°－ W 中形 ４ 中央部，P1・P ４
の間より北壁寄り 1 南壁中央部 ５本 焼失

34A ５世紀末葉 Ｎ－ 41°－ W 中形 １ － － － 焼失
調査区域外

41 ５世紀末葉 Ｎ－ 19°－ W 中形 ２ 北壁寄り － －
42 ５世紀末葉 Ｎ－ 36°－ W 中形 ３ 北西壁寄り － 南東壁中央部 調査区域外
47 ５世紀末葉 Ｎ－ 38°－ W 大形 ４ 北西壁寄り 1 － 焼失
53 ５世紀末葉 Ｎ－ 65°－Ｅ 中形 ４ P1・P ４の間（東） 1 南コーナー部 ３本
55 ５世紀末葉 － 中形 － － － － 焼失

第
Ⅲ
期

2 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－４°－Ｅ 小形 － 中央部 － － 焼失

3 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－ 10°－Ｅ 大形 ４ 中央よりやや北 1 南壁中央部 ４本 焼失

4 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－ 10°－Ｅ 中形 ４ P1・P ４の間 － － 焼失

27 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－ 41°－ W 中形 ４ 中央部 － 南東壁中央部 ４本 焼失

34B ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－ 40°－ W 小形 ２ 北西壁寄り － － 調査区域外

46 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－４°－ W 中形 ４ P1・P ４の間，北

壁寄り 1 南壁中央やや東 ２本

50 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－３°－ W 中形 ３ － 1 －

51 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－ 94°－Ｅ 中形 ４ 竈（東） 1 南東コーナー部

52 ５世紀末葉～
６世紀初頭 Ｎ－ 23°－ W 中形 ４ 竈（北） 1 南壁中央やや東 焼失

表 10　竪穴建物跡

いる。竪穴建物跡の分布は，６～ 10m 間隔で２棟ないし３棟からなるまとまりがみられるようになる。（第

196 図）。

第Ⅲ期　第２・３・４・27・34B・46・50・51・52 号竪穴建物跡の９棟が該当する。規模は，大形が１棟，

中形が６棟，小形が２棟である。大形・中形の竪穴建物跡は，主柱穴が４か所あるが，小形の竪穴建物跡

は，主柱穴が２か所もしくは認められない。炉の位置は，P １・P ４の間が２棟，中央部４棟，北壁寄り

１棟で，第 46 号竪穴建物跡には炉が２か所付設されている。また，当期から竈が出現し，第 51・52 号竪
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穴建物跡に付設されている。竪穴建物跡の分布は，北東部に主軸方向が一致した第２・３・４・50 号竪

穴建物跡のまとまりがみられる。一方，中央部より南側では，建物跡の主軸方向が不揃いで，北部に４棟

がまとまっている以外は 20 ～ 45m の間隔でまばらに分布している。（第 197 図）。

　以上，各時期の特徴として，第Ⅰ期は，建物跡の主軸方向は不揃いで分布はまばらであったが，第Ⅱ期

では，２棟ないし３棟からなるまとまりがみられるようになる。第Ⅲ期では，北東部に主軸方向が一致し

た第２・３・４・50 号竪穴建物跡のまとまりがみられるが，中央部から南側では建物跡の主軸方向が不

揃いであるといった各時期の分布が見られた。一方，竪穴建物跡の内部施設から，炉の位置，貯蔵穴の位

置，間仕切り溝の有無，出入口施設に伴うピットの有無などの統一的な特徴は見られなかった。付設する

施設の時間的な変遷として，第Ⅰ・Ⅱ期では炉が主体であったが，第Ⅲ期になると竈が出現することが分

かった。集落としての全容は明らかでないが，短期的な集落であることがいえる。

　本集落が短期的なものになった理由として，周囲の古墳との関係が考察される。今回の調査区は，宮中

野古墳群内の北西部に位置しており，二股に分かれた舌状台地の北側にあたる。大塚古墳や夫婦塚古墳と

いった大規模な古墳や，多くの円墳などが点在している（第 198 図）。古墳群の変遷は，古墳群が形成さ

れていない５世紀後半の空白期を境に，お伊勢山古墳が築かれた４世紀末から５世紀初頭を中心とする南

群，夫婦塚古墳や大塚古墳，99 号墳などの６世紀から７世紀後半の北群に分けることができる１）。今回の

調査区は北群に位置しており，本集落が形成された時点では，同台地上の周辺に古墳は築造されていない

第 198 図　宮中野古墳群の古墳分布と本調査区（註７の付図を参考に作成：S=1/10,000）
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３　焼失建物

　⑴　概要

と考えられる。古墳群が南群の台地上に集中してる一方で，これまで土地利用がされていなかった北群の

台地上に本集落が営まれはじめたが，北群にも古墳が築造されることにより，居住区の移転が余儀なくさ

れ，集落の存続が短期間になったと推測する。

　今回の調査で確認できた古墳時代の竪穴建物跡は 55 棟で，そのうち焼失建物は 24 棟であった。いずれ

も炭化材や焼土の残りが良く，特に第 24 号竪穴建物跡や第 32 号竪穴建物跡では，方形の小屋組がそのま

ま落下した状態で太い材が遺存し，その外側には垂木材が放射状に認められた。第32号竪穴建物跡の，P１・

P ２から立った状態で出土した炭化材は丸材で，いずれも主柱に丸材を利用していたことを示している。

今回の調査で出土した炭化材は丸材のみで，角材や板材などといったものは確認されなかった。このこと

から，主柱や桁，梁などの構築材，垂木には丸材を利用していたことが分かった。

　焼失建物の焼土中からは，釘と思われる鉄製品が３点ほど見つかっている。出土数が少ないため，建物

に釘が多用されていたとは考えにくいが，一部に釘が利用されていた可能性がある。

　建物の焼失の原因について，桐生直彦氏は，火災住居址の不慮廃屋と焼却廃屋の識別による不慮廃屋と

見られる事例２）を，①その時期に一般的に使われていた複数の器種が偏りなくみられる，②不要品として

片付けられたような状況が認められない，③柱の抜き取りを示すような主柱穴からの出土遺物がない，と

している。当遺跡におけるいずれの建物跡内にも，床面や炉，貯蔵穴内などから生活痕の残る遺物が第

32 号竪穴建物跡を除いて残されていないことから，必要な遺物は建物内から持ち出した後に焼却したと

考えられる。

焼土や炭化材は，主に床面からの出土で，建物廃絶から焼却までの時間差はほぼないといえるが，第

３号竪穴建物跡のように，貯蔵穴下層からは炭化材や焼土は確認されず，上層に炭化材や焼土を含む例が

あり，建物の廃絶から焼却までの時間差があることが想定される。ここでは，建物の廃絶から焼却の過程

を，主柱穴と貯蔵穴の堆積状況，床面からの炭化材の出土状況から見ていく。

つくば市元宮本前山遺跡では，当遺跡と同様に焼失建物跡が検出されている。報告書の中では，主柱

が立ったまま建物が焼失しているものをⅠ類，主柱が抜かれ，主柱穴や貯蔵穴が開口している時に上屋な

どが焼失しているものをⅡ類，主柱が抜かれ，主柱穴や貯蔵穴が埋め戻されてから上屋などが焼失してい

るものをⅢ類として，焼失と埋没の過程を分類している３）。当遺跡で検出された焼失建物跡 23 棟のうち，

主柱穴の堆積状況が分かるものは 21 棟，貯蔵穴の堆積状況が分かるものは 14 棟である。第３号竪穴建物

跡の主柱穴の堆積状況は，覆土下層に暗褐色土のしまりの弱い土が堆積し，覆土上層に炭化材や焼土が堆

積している。P ３の覆土上層には，柱痕が残存している（第９図）。第 32 号竪穴建物跡の P １・P ２の主

柱穴には，炭化した柱材が立った状態で確認された（第 71 図）。いずれも柱痕の下に暗褐色土が堆積して

いるが，これは柱が焼けた際に柱の上部だけ被熱して炭化し，下部は燃えずに残り腐食したと考えられる。

他の主柱穴も同様の堆積状況から，柱の抜き取りはされていないと考えられる。当遺跡の焼失建物跡の主

柱穴の検出状況は，元宮本前山遺跡の分類にあてはめるとⅠ類といえる。一方で，貯蔵穴は，堆積状況が

各遺構で異なるため，主柱穴と貯蔵穴の堆積の時間軸が，同時期のみで考察している元宮本前山遺跡の分

　⑵　建物の廃絶から焼失の過程
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　　①

　　②

　　③

類に当てはめることができない。以下，貯蔵穴の堆積

状況と平面的な炭化材の出土状況から，建物の廃絶か

ら焼却の過程を考察する。

貯蔵穴内の堆積状況は，２つに分類でき，８棟が

貯蔵穴の底面から炭化材や焼土が出土しているもの，

６棟が貯蔵穴の上層から中層に炭化材や焼土が出土し

ているものであった。一方で，床面からの炭化材の出

土状況は３つに分類でき，①上屋の方形の箱組がその

まま落下した状態のもの３棟，②垂木などが放射状に

出土しているもの３棟，③まばらに出土しているもの

17 棟であった。貯蔵穴内の堆積状況と床面からの炭

化材の出土状況①～③での組み合わせごとに，以下詳

細を述べると，

　第 24・31 号竪穴建物跡は，貯蔵穴の底面から炭

化材や焼土が出土しており，床面での炭化材は，上屋

が落下したような方形の箱組である。この２棟は，貯

蔵穴の底面から炭化材や焼土が出土しているため，廃

絶から焼却までの時間差がほぼ無いと考えられる。床

面での炭化材の出土状況から，焼失の際に上屋が落下

焼失
建物

主柱穴の炭化
材出土層位

貯蔵穴の炭化
材出土層位

床面の炭化材
出土状況 備考

SI ２ － － まばら

SI ３ 上層 中～上層 まばら 炭化した柱
残存

SI ４ 上層 － まばら

SI ５ 底面 底面 まばら

SI10 底面 底面 まばら

SI15 底面 － まばら

SI22 底面 － まばら

SI23 底面 中～上層 まばら

SI24 底面 底面 方形

SI26 底面 底面 まばら

SI27 上層 底面 放射状

SI29 底面 底面 放射状

SI31 上層 底面 方形

SI32 上層 中～上層 方形 炭化した柱
残存

SI33 － － まばら

SI34A 上層 － まばら

SI35 底面 中～上層 まばら

SI44 上層 － まばら

SI47 底面 － まばら

SI50 底面 － まばら

SI52 底面 底面 放射状

SI54 底面 中～上層 まばら

SI55 － － まばら

表 11　堆積状況・炭化材出土状況別一覧

したと推測されるため，建物の解体を行わずに焼却したものと考えられる。一方で，第 32 号竪穴建物跡は，

貯蔵穴の上層から中層に炭化材や焼土が堆積しており，床面での炭化材は，上屋が落下したような方形の

箱組である。貯蔵穴の下層に炭化材や焼土が確認されなかったため，建物の廃絶から時間がある程度経過

したのち，建物の解体を行わずに，建物を焼却した可能性がある。

　第 27・29・52 号竪穴建物跡は，貯蔵穴の底面から炭化材や焼土が出土しており，床面での炭化材は，

垂木などが放射状に出土している。この３棟は，貯蔵穴の底面から炭化材や焼土が出土しているため，廃

絶から焼却までの時間差がほぼ無いと考えられる。床面での炭化材の出土状況から，焼失の際に垂木など

がそのまま落下したと推測されるため，建物の解体を行わずに焼却したものと考えられる。

　第５・10・26 号竪穴建物跡は，貯蔵穴の底面から炭化材や焼土が出土しており，床面での炭化材は，

床面にまばらに散った状態で出土している。この３棟は，貯蔵穴の底面から炭化材や焼土が出土している

ため，廃絶から焼却までの時間差がほぼ無いと考えられる。床面での炭化材は，床面にまばらに散った状

態であることから，建物の解体を行って上屋を壊したのちに，廃材を焼却した可能性がある。一方，第３・

23・35・54 号竪穴建物跡は，貯蔵穴の上層から中層に炭化材や焼土が堆積しており，床面での炭化材は，

床面にまばらに散った状態で出土している。このため，この４棟は建物の解体を行い，建物跡内に柱材な

どを置いたままにし，建物の廃絶から時間がある程度経過したのち，柱材などを焼却した可能性がある。

第２・４・15・22・33・34A・44・47・50・55 号竪穴建物跡は，貯蔵穴を持たないため建物の廃絶から

焼却までの時間は不明だが，床面での炭化材は，床面にまばらに散った状態で出土している。上記の４棟

と同様に，建物の解体を行い，建物跡内に柱材などを置いたままにし，建物の廃絶から時間がある程度経

過のち，柱材などを焼却した可能性がある。
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４　祭祀痕跡のある竪穴建物跡と祭祀的要因を持つ遺物

　⑴　残された土器　

以上，柱穴には建物の使用が終わった後も，柱の抜き取りはされずに残っていたことが分かった。そ

の中で，上屋がそのまま落下した状態で炭化材が出土している３棟，垂木が放射状に出土している３棟に

ついては，焼却まで上屋が残っていたことが分かる。一方で，炭化材がまばらに散った状態で出土した

17 棟については，柱を切って上屋を解体した後に焼却を行っている可能性があることがわかった。また，

各遺構の貯蔵穴内の堆積状況から，建物の廃絶から焼却までの時間差を検討することができた。それぞれ

の解体の有無と時間差の意味は分からないが，廃絶後に建物が焼失しているということは，この集落の焼

失建物は事故的な焼失ではなく，意図的に焼却されたものと考えられる。

　今回の調査で焼失建物から出土した炭化材のうち，状態が良好であった第 24・32 号竪穴建物跡出土の

炭化材を用いて，放射性炭素年代測定と，樹種同定を行った（詳細は付章１を参照）。

　放射性炭素年代測定の結果は，補正年代は，第 24 号竪穴建物跡，第 32 号竪穴建物跡 P １ともに 1,770

± 30BP を示し，測定誤差を 2 σとした場合の暦年較正結果は，第 24 号竪穴建物跡が calAD144-344，第

32 号竪穴建物跡 P １が calAD257-406 であった。当遺構の所見よりもやや古い年代を示しており，SI-24

の方が SI-32 よりも古い年代値を示している。この点については，付章１にも記されているが，試料がい

ずれも樹皮の無い破片のため年輪の古木効果により，実際の伐採・使用年代よりも古い年代を示している

可能性があるとしている。焼失建物の資料を用いての分析のため，樹皮が燃えてしまったとも考えられる

が，一方で，所見よりも１世紀ほど古い年代値が出ていることから，古材の利用を行っていた，あるいは

木材の使用に際して樹皮を削る，形を整えるなどといった，加工がされていた可能性が考えられる。

　樹種同定は，第 32 号竪穴建物跡から出土した炭化材４点（試料名：SI-32P １，SI-32 垂木，SI-32 横木，

SI-32 梁材）で行った。結果として，柱材とされる試料はアサダに同定され，強度の高い木材を利用した

ことが推定される。垂木，横木とされる試料は共にクヌギ節に同定された。比較的強度の高い木材が利用

されている点は，柱材と同様である。梁材とされる試料は，クスノキ科に同定された。梁に利用可能な大

きさや強度を考慮すると，クスノキ科の中でも小高木以上の大きさを持ち，強度も比較的高い種類が利用

された可能性があるとしている。木材の利用傾向として，茨城県内での竪穴建物跡の炭化材は，沿海地で

は照葉樹林の構成種が確認される例が多く，内陸で二次林構成種が多い傾向がある。これは，沿海地の温

暖な地域に照葉樹林が存在しており，その木材を建築部材として利用したことが考えられる。

　以上のことから，当遺跡での木材の供給は，当時周辺に自生していた木材を利用し，柱や梁材など，そ

れぞれの部材に適した木材を分けて使用し，竪穴建物跡を構築したようである。

　当遺跡では，竪穴建物跡内から生活の様子が想定できるような，床面からの遺物の出土が少ない中で，

第 27・32・42・47・51 号竪穴建物跡から，土師器や須恵器が逆位あるいは並べられるなどといった，意

図的な痕跡の見られる状態で出土する例がある。以下，それぞれについて記述する。

　第 27 号竪穴建物跡では，須恵器坏蓋が北西壁際と南東壁際の床面から，正位の状態で出土した。南東

壁際の 96 は割れて出土したが，接合したため，同形状の物が意図的に対局する位置へ置かれたと考えら

れる。第 32 号竪穴建物跡では，南コーナー部に土師器の坏と椀が２点，逆位に並べられた状態で出土し

　⑶　使用木材の年代測定結果と樹種同定　
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ている。土器の外面が被熱していることから，建物を焼却する前に置かれたと考えられる。第 42 号竪穴

建物跡には，北西壁際と炉の間に，土師器の甕が３点，逆位に並べて置かれていた。炉を囲うように置か

れていたことから，建物廃絶の際に炉に対する意図的な行為があったと推測される。第 44 号竪穴建物跡は，

南壁際に土師器椀が，土師器甕片の上に逆位の状態で置かれていた。第 47 号竪穴建物跡は，南東壁際に

土師器坏と椀が１点ずつ，正位の状態で並べて置かれていた。２点は，焼土や炭化材の上から出土してお

り，建物の焼却後に置かれたと考えられる。第 51 号竪穴建物跡では，竈の内部火床面上に，土師器坏と

小形甕が逆位の状態で２点重ねて置かれていた。出土した当初は，支脚として利用されたものと推測して

いたが，土器の表面が被熱しておらず，内面が剥離していることから，日常的に使用したものを竈の利用

が終わった後に据え置いたと考えられる。

　以上のことから，この集落において，建物跡や炉，竈といったものの利用の終わりに際して，土器を並

べる，もしくは逆位に据え置くといった行為が行われていたことが分かる。いずれも，建物跡の壁際に寄っ

ていることが共通している。類例として，ひたちなか市武田石高遺跡の第 102 号竪穴建物跡で，北壁際に

土師器の甕形土器２点，椀形土器１点が礫の上に口縁をのせた逆位の状態で出土している。逆位の土器の

南側には「炉址１があり，煮沸に使用されていた場所にも近い」と報告書に記されている４）。当遺跡では，

礫の上に置かれてはいないが，甕や椀が壁際寄りに，逆位で置かれていたことや，炉の近くに置かれてい

たことが本遺跡と共通している。出土した土器や出土状況から，それぞれの行為の意味の考察は難しいが，

建物廃絶の際に土器を壁際に主に逆位で置く風習的なものが，この集落にはあったと考えられる。

　竪穴建物跡の覆土中からは，土師器や須恵器などの破片資料が多く出土している。第 26 号竪穴建物跡

では，南東コーナー部から中心部に向かって，覆土中層から下層にかけて土器片が投げ込まれた様な状況

で出土している。第 53 号竪穴建物跡は，東から中央部に向かって投棄されている。これらの遺物は，建

物の廃絶後に投棄されたと考えられる。類似例として，鹿嶋市の厨台遺跡群内円龍台地区５）の第 184 号竪

穴建物跡では，覆土中層から土師器片が集中して出土し，出土位置は不明だが，子持勾玉も共伴している。

また第 202 号竪穴建物跡では，覆土下層から土師器の高坏や勾玉，有孔円板，臼玉，石釧片などが出土し

ているものがあげられる。このほか，県内でも牛久市の東山遺跡５）や阿見町赤太郎遺跡６），ひたちなか市

武田遺跡群４）でも，古墳時代中期の竪穴建物跡の覆土中に遺物が投棄されたような出土状況のものがあり，

竪穴建物跡内への遺物の投棄は，古墳時代中期の特徴的なものといえる。当遺跡は，古墳群の中に位置し

ており，出土した遺物は，祭祀的要因をもつ土師器の高坏，須恵器の や高坏などが含まれ，勾玉や臼玉

などの石製模造品も含まれている。当遺跡で，須恵器の や高坏，石製模造品などといった，祭祀的要因

をもつものが多く出土していることは，この集落に居住していた人々は，この地域でも大きな勢力を持ち，

古墳に埋葬された人々と関わりを持つ人物たちの可能性がある。出土した須恵器や祭祀的要因を持つ遺物

は， や高坏，石製模造品などといった非日常的なものが含まれていることから，集落内もしくは古墳群

に関わる儀礼的行為ののちに，当時は窪地となっていたであろう建物跡に投棄されたと考えられる。

　⑵　投棄された遺物について

　当遺跡内で確認された有段土坑は，長軸が約 150㎝～ 250㎝の長方形もしくは長楕円形で，上位に段を有

する二段掘りの形状をしている。長方形土坑は，有段土坑の下段のみの形状で，上段部は削平されたもので

５　有段土坑及び長方形土坑について
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第 199 図　有段土坑及び長方形土坑分布図（S=1/1,200）
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あると考えられる。また，今回の調査区の北東に近接する大塚古墳の，西部を調査した大塚古墳西遺跡では，

同様の遺構を有段式土坑，２段式土坑と称し，それらが 29 基確認されている７）。

　調査区南部に隣接して第 106 号墳が位置する。また，今回調査区内からは検出されなかったが，東部には

第 107 号墳があるとされている（第 198 図）。今回の調査で確認できた土坑は，この第 106 号墳に近い南部，

第 107 号墳に近い東部，南東部に特に集中しているとみられる（第 199 図）。大塚古墳西部の大塚古墳西遺

跡でも，大塚古墳に近接して有段土坑や長方形土坑が確認されている。このことから，有段土坑及び長方形

土坑は，古墳の周囲に分布していると考えられる。しかし，共伴する遺物もなく，不明な点も多い。第 411

号土坑で検出された炭化材の年代測定の結果は，BP1,290 ± 20 で，７世紀中頃から後半にかけての結果が

出ている（詳細は付章１を参照）。土坑間の重複はないことから，構築の時間的差はほとんどないと考えら

れる。大塚古墳西遺跡では，土坑の分布や他の遺構との重複関係から，用途・時期を推測している７）。大塚

古墳西遺跡で確認された有段式土坑，２段式土坑について笹生衛氏は，「古墳時代末期から平安時代のもの

と推定される土坑墓」としている８）。この遺構が，墓としての機能を持つかどうかは出土遺物からの判断は

難しく，墓坑としては可能性の域を出ないが，古墳群の中にあること，古墳に近接して分布していること，

７世紀代までは古墳，９世紀代には火葬墓，といった墓域としての利用の中で，覆土中から出土の遺物が古

墳時代中期から後期初頭に限定されること，年代測定の結果が７世紀中頃に比定されていることから，その

時期と考えられる。
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　今回の調査で，火葬墓３基が確認できた。いずれも平安時代のもので，同定分析の結果，２個体分は人骨

であることが確認された（詳細は付章２を参照）。年齢は壮年期（20 ～ 39 歳）よりも若く，性別は不明である。

　隣接する大塚古墳の調査の際には，火葬墓が３基確認されている９）。時期は，平安時代弘仁期と報告され

ており，本調査区で確認された火葬墓もほぼ同時期の９世紀代である。両者の関係は分からないが，９世紀

頃まで，当地域が墓域として認識されていたものと考えられる。

　今回の調査から，宮中野古墳群は，古墳時代中期の短期間に営まれた集落跡と，古墳時代から平安時代ま

で続く墓域の可能性があることが判明した。古墳時代の集落跡は出土土器から，短期間に営まれた集落であ

ることが分かり，焼失建物から建物廃絶後は短期間のうちに焼却されていたことが分かった。有段土坑や火

葬墓は，古墳が築造されなくなった後も，当地域が墓域として利用されていた可能性を示すものであり，土

地の利用が古墳の築造とともに居住域から墓域への移り変わりがあったことが想定される。

　今回の調査成果が，本県並びに当地域における歴史解明の一助となれば幸いである。

７　おわりに

６　火葬墓について
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宮中野古墳群は茨城県鹿嶋市南西部，北浦東岸の鹿島台上に位置する古墳群で，その造営時期は５世紀

～７世紀と考えられている。今回の発掘調査では古墳時代中期の竪穴建物跡の他，平安時代の火葬墓等，各

時期の遺構・遺物が検出されている。　

本分析調査では，古墳時代中期とされる竪穴建物跡から出土した炭化材，古墳時代中期よりやや新しい

可能性が指摘される土坑から出土した炭化材を対象として，放射性炭素年代測定を実施し，遺構の年代に関

わる資料を作成する。また，焼失竪穴建物跡から出土した炭化材については，樹種同定を実施し，当時の建

築部材等への木材の利用についての資料を得ることを目的とする。

パリノ・サーヴェイ株式会社

鹿嶋市宮中野古墳群の自然科学分析

はじめに

　１. 試料

Ⅰ . 放射性炭素年代測定

試料は，竪穴建物跡 SI-24 から出土した炭化材（試料名 SI-24），竪穴建物跡 SI-32 の P １から出土した

柱材と考えられる炭化材（試料名 SI-32P １），土坑 SK411 から出土した炭化材（試料名 SK411 №１）の

合計３点である。

SI-24 は，ミカン割状の破片で樹皮は認められない。約 10 年分の年輪が確認でき，外側４年分を測定

試料とする。SI-32P １は，破片が多数認められ，接合関係が確認できないことから，一番大きい破片を

選択した。約 11 年分の年輪が確認できる板目状の破片で，外側 5 年分を測定試料とする。SK411 №１は，

削出丸木状を呈し，樹皮は認められない。約７年分の年輪が確認でき，外側３年分を測定試料とする。

測定試料に土壌や根等の目的物と異なる年代を持つものが付着している場合，これらをピンセット，

超音波洗浄等により物理的に除去する。その後，HCl による炭酸塩等酸可溶成分の除去，NaOH による腐

植酸等アルカリ可溶成分の除去，HCl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う

（酸・アルカリ・酸処理）。試料をバイコール管に入れ，１g の酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）

を加えて，管内を真空にして封じきり，500℃（30 分）850℃（２時間）で加熱する。液体窒素と液体窒

素＋エタノールの温度差を利用し，真空ラインにて CO2 を精製する。真空ラインにてバイコール管に精

製した CO2 と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを 650℃で 10 時間以上加熱し，

グラファイトを生成する。化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径１mm の孔にプレスして，タ

ンデム加速器のイオン源に装着し，測定する。

測定機器は，３MV 小型タンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）

を使用する。AMS 測定時に，標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX- Ⅱ）

とバックグラウンド試料の測定も行う。また，測定中同時に 13C/12C の測定も行うため，この値を用い

　２. 分析方法

付　章　１
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出土
遺構 種類 処理

方法 樹種 測定年代
BP

δ 13 Ｃ
（‰）

補正年代
（暦年較正用）

BP

暦年較正結果 Code 
№誤差 cal BC/AD cal BP 相対比

SI-24 炭化材 AAA
コナラ属

コナラ亜属
クヌギ節

1,810 ±
20

-27.69
±

0.56

1,770 ± 30
（1,768 ± 25）

σ cal AD   237 - cal AD   260 cal BP 1,713 - 1,690 0.339

IAAA-
152454

cal AD   279 - cal AD   325 cal BP 1,671 - 1,625 0.661

2 σ
cal AD   144 - cal AD   153 cal BP 1,806 - 1,797 0.008
cal AD   168 - cal AD   195 cal BP 1,782 - 1,755 0.029
cal AD   210 - cal AD   344 cal BP 1,740 - 1,606 0.963

SI-32
P1 炭化材 AAA アサダ 1,750 ±

20

-28.50
±

0.54

1,700 ± 30
（1,695 ± 25）

σ cal AD   333 - cal AD   392 cal BP 1,617 - 1,558 1.000 IAAA-
1524552 σ cal AD   257 - cal AD   297 cal BP 1,693 - 1,653 0.165

cal AD   320 - cal AD   406 cal BP 1,630 - 1,544 0.835

SK411
№１ 炭化材 AaA

マツ属
複維管束

亜属

1,310 ±
20

-25.95
±

0.51

1,290 ± 20
（1,294 ± 24）

σ cal AD   674 - cal AD   710 cal BP 1,276 - 1,240 0.651
IAAA-
152456

cal AD   745 - cal AD   764 cal BP 1,205 - 1,186 0.349

2 σ cal AD   664 - cal AD   727 cal BP 1,286 - 1,223 0.653
cal AD   737 - cal AD   768 cal BP 1,213 - 1,182 0.347

１）処理方法の AAA は、酸処理－アルカリ処理－酸処理を示す。アルカリ濃度が１mol/ℓ (1M) に達しない場合は AaA と表記している。
２）年代値の算出には、Libby の半減期 5568 年を使用した。
３）BP 年代値は、1950 年を基点として何年前であるかを示す。
４）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。
５）  暦年の計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.0（Copyright 1986-2010 M Stuiver and PJ Reimer）を使用
した。
６）暦年の計算には、補正年代に（）で暦年較正用年代として示した、一桁目を丸める前の値を使用している。
７）年代値は、１桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、暦年　　
較正用年代値は１桁目を丸めていない。
８）統計的に真の値が入る確率はσは 68.3%、2 σは 95.4% である
９）相対比は、σ、2 σのそれぞれを１とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

てδ 13C を算出する。

放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また，測定年代は 1,950 年を基点と

した年代（BP）であり，誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。暦年較正は，

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1.0（Copyright 1986-2015 M Stuiver and 

PJ Reimer）を用い，誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

暦年較正とは，大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された年代値に対し，過去の宇

宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動，及び半減期の違い（14Cの半減期5,730±40年）

を較正することである。暦年較正は，CALIB 7.1.0. のマニュアルに従い，１年単位まで表された同位体効

果の補正を行った年代値および北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正結果はσ ･2 σ（σは統計的に真の値が 68.2% の確率で存在する範囲，2 σは真の値が 95.4%

の確率で存在する範囲）の値を示す。また，表中の相対比は，σ・2 σの範囲をそれぞれ 1 とした場合，

その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

なお，年代測定試料については樹種同定を実施した。同定結果は表 1 に示す

各試料の同位体効果による補正を行った測定結果（補正年代）と暦年較正結果を表１に示す。補正年

代は，SI-24 が 1,770 ± 30BP，SI-32P １が 1,770 ± 30BP，SK411 №１が 1,290 ± 20BP を示す。また，測

定誤差を 2 σとした場合の暦年較正結果は，SI-24 が calAD144-344，SI-32P １が calAD257-406，SK411

№１は calAD664-768 である。

竪穴建物跡は発掘調査所見により，古墳時代中期に帰属すると考えられているが，暦年較正値を見ると，

SI-24 が calAD144-344，SI-32P １が calAD257-406 であり，発掘調査所見よりもやや古い年代を示す。また，

SI-24 の方が SI-32 よりも古い年代値を示す。この点については，試料がいずれも樹皮の無い破片のため，

　３. 結果・考察

表 1　放射性炭素年代測定結果
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年輪の古木効果により，実際の伐採・使用年代よりも古い年代を示している可能性がある。

一方，土坑 SK411 は，暦年較正結果で calAD664-768 の値が得られており，古墳時代後期から古代初頭

にかけての遺構の可能性がある。発掘調査所見では土坑 SK411 は竪穴住居跡よりやや新しいと考えられ

ており，今回の結果はこのような所見と矛盾しない。

試料は，竪穴建物跡 SI-32 から出土した炭化材４点（試料名：SI-32P １，SI-32 垂木，SI-32 横木，SI-32

梁材）である。P １は，年代測定と同じ破片を用いる。

自然乾燥させた後，木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し，

試料台に固定する。実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し，その特徴を現

生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類（分類群）を同

定する。

なお，木材組織の名称や特徴は，島地・伊東（1982），Wheeler 他（1998），Richter 他（2006）を参考にする。

また，日本産木材の組織配列については，林（1991）や伊東（1995,1996,1997,1998,1999）を参考にする。

　樹種同定結果を表２に示す。炭化材は，針葉樹１分類群（マツ属複維管束亜属）と広葉樹３分類群（ア

サダ・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・クスノキ科）に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

　１. 試料

Ⅱ . 樹種同定

　２. 分析方法

　３. 結果

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩

やかで，晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は，仮道管，柔細胞，水平樹

脂道，エピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認

められる。放射組織は単列，１－ 15 細胞高。

散孔材で，道管は単独または放射方向に２－４個が複合して散在し，年輪界に向かって径を漸減さ

せる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性，

１－３細胞幅，１－ 30 細胞高。

環孔材で，孔圏部は１－２列，孔圏外で急激に径を減じたのち，単独で放射方向に配列し，年輪界

に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，

１－ 20 細胞高のものと複合放射組織とがある。

散孔材で，管壁は薄く，横断面では角張った楕円形，単独または２－３個が放射方向に複合して散

在する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性，１－２細胞幅，１－ 20 細

胞高。柔組織は周囲状および散在状。柔細胞には油細胞が認められる。

　　・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon）　マツ科

　　・アサダ（Ostrya japonica Sarg.）　カバノキ科アサダ属

　　・クスノキ科（Lauraceae）

　　・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercus subgen. Quercus sect. Cerris）　ブナ科



－ 236 －

試料名 出土遺構 推定部材 種類 備考
SI-32P １

SI-32
柱材 アサダ 年代測定試料

SI-32 垂木 垂木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
SI-32 横木 横木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
SI-32 梁材 梁材 クスノキ科

SI-32 は，床面がほぼ方形の竪穴建物跡で，住居中央に「ロ」の字状に炭化材が検出された他，住居の

四辺の壁際から「ロ」の字状の炭化材に向かって伸びる炭化材が認められる。これらの炭化材には，３種

類が認められた。各種類の材質等についてみると，アサダは河畔等に生育する落葉高木で，木材は重硬・

緻密で強度が高い。クヌギ節は日本にクヌギとアベマキの２種が分布する。クヌギが関東地方に広く分布

しているのに対し，アベマキは西日本を中心に分布し，関東地方には分布していない。よって，本分析調

査でクヌギ節と同定された試料は，クヌギの可能性がある。クヌギは，二次林や河畔に生育する落葉高木

で，木材は重硬で強度が高い。クスノキ科には，常緑の種類と落葉の種類があり，高木から低木まで含ま

れ，材質も重硬な部類の種類から軽軟な種類まで含まれる。

　柱材とされる試料はアサダに同定され，強度の高い木材を利用したことが推定される。垂木，横木とさ

れる試料は共にクヌギ節に同定された。比較的強度の高い木材が利用されている点は，柱材と同様である。

梁材とされる試料は，クスノキ科に同定された。梁に利用可能な大きさや強度を考慮すると，クスノキ科

の中でも小高木以上の大きさを持ち，強度も比較的高い種類が利用された可能性がある。

　竪穴建物跡 SI-32 は，発掘調査所見では古墳時代中期に帰属すると考えられているが，年代測定および

暦年較正では，３世紀後半～５世紀初頭を示す結果が得られている。ここでは，弥生時代後期から古墳時

代後期まで幅をとって県内の事例と示す。伊東・山田（2012）のデータベースによれば，本遺跡に近い地

域では，炭焼遺跡（旧北浦町）の６世紀後葉とされる住居跡から出土した炭化材がアカガシ亜属とハンノ

キ属に同定されている。また，上流に位置する平出久保遺跡（旧鉾田町）の５世紀中頃と考えられている

住居跡から出土した炭化材にはアカガシ亜属，イヌガヤ，ムクロジが確認されている。茨城県全体でみて

も，住居跡の炭化材は，沿海地では照葉樹林の構成種が確認される例が多く，内陸で二次林構成種が多い

傾向がある。これは，沿海地の温暖な地域に照葉樹林が存在しており，その木材を建築部材として利用し

たことが考えられる。一方，沿海地ではあるが，二次林構成種であるクヌギ節やコナラ節を主体とした結

果も，ひたちなか市武田遺跡群や同武田原前遺跡等で報告されており，条件（人間活動が植生に与える影

響等）によっては二次林が成立し，その木材を建築部材として利用した可能性がある。

今後，本遺跡で検出された他の建物跡についても炭化材の樹種同定を実施し，時期による差異，遺構

別の差異等，遺跡内における木材利用の資料を蓄積することが望まれる。その上で，他の遺跡で実施した

既往の分析結果との比較を行い，県内を中心とした周辺地域における木材利用について検討することが必

要である。

　４. 考察

表２　樹種同定結果
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図版１　炭化材

100μm:a
100μm:b,c

3c3b3a

1a 1c1b

2a 2b 2c

１.アサダ（SI-32P１）
２.コナラ属コナラ亜属クヌギ節（SI-32横木）
３.クスノキ科（SI-32梁材）
　a:木口,b:柾目,c:板目
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宮中野古墳群は茨城県鹿嶋市南西部，北浦東岸の鹿島台上に位置する古墳群で，その造営時期は 5 世紀

～ 7 世紀と考えられている。今回の発掘調査では古墳時代中期の竪穴建物跡の他，平安時代の火葬墓等，各

時期の遺構・遺物が検出されている。今回，平安時代の火葬墓とされる遺構から出土した骨について同定を

行い，可能な限り埋葬者に関する情報を得ることにした。

試料は，第１号火葬墓，第２号火葬墓，第３号火葬墓から出土した骨である。いずれの試料も複数片の

破片がみられる。なお，試料の詳細は，結果とともに表示する。

試料の乾燥重量を計測した後，0.5mm の篩上で静かに水洗し，自然乾燥させる。その後，試料を肉眼で

観察し，形態的特徴から種・部位を同定する。

同定結果を表１に示す。出土骨は，いずれも白色～黒色を呈しており，表面に細かなひび割れが生じて

おり，焼骨である。以下，遺構ごとに記す。

・第１号火葬墓

ヒトの頭頂骨，後頭骨の可能性がある破片，脳頭蓋，頭蓋，第１頚椎，椎骨，肋骨，右肩甲骨，上腕骨，

尺骨の可能性がある破片，大腿骨，腓骨，四肢骨などが確認される。頭頂骨では，縫合部が確認され，その

癒合状態は内側および外側ともに開いている。このことから本人骨は，壮年（20 ～ 39 歳程度）よりも若い

と考えられる。また，出土骨は被熱による乾燥・収縮を受けているが，それでもなお肋骨などに小さい破片

がみられることから，成人に達していなかった可能性もある。また，他遺構と比較して量的にも多く，上腕

骨などはある程度の大きさを保つことから，多くの部位が埋葬されているとみられる。

・第２号火葬墓

微細な焼骨が少量検出される程度であり，部位を特定する特徴的な骨も検出されない。したがって，本

遺構から出土した骨は，明らかにヒトと判断できず，詳細不明である。

・第３号火葬墓

ヒトの脳頭蓋，椎骨，肋骨，上腕骨遠位端部，橈骨 / 尺骨，中手骨 / 中足骨の可能性がある破片，末節骨，

四肢骨などが確認される。検出される脳頭蓋で縫合部が確認され，それらは内側・外側とも閉じていない破

片が多くみられる。このことから，本人骨も壮年（20 ～ 39 歳程度）よりも若い可能性がある。なお，本遺

パリノ・サーヴェイ株式会社

宮中野古墳群出土人骨

はじめに

１. 試料

２. 分析方法

３. 結果および考察

付　章　２
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構から出土する骨の量は，１体分が埋葬されていたとしては少ないと感じる。主要部位は他の場所に埋葬さ

れ，残った骨を本遺構内に埋めていた可能性もある。

試料 分析前
重量 (g) 種類 部位 左右 状態等 数量 被熱

第 1 号火葬墓 714.21ヒト 頭頂骨 破片 1 ○
後頭骨 ? 破片 3 ○
脳頭蓋 破片 36 ○
頭蓋 破片 5 ○
第 1 頚椎 破片 1+ ○
椎骨 破片 4 ○
肋骨 破片 13 ○
肩甲骨 右 破片 1 ○
上腕骨 破片 1 ○
尺骨 ? 破片 1 ○
大腿骨 破片 3 ○
腓骨 破片 1 ○
四肢骨 破片 33 ○
肋骨 / 四肢骨 破片 18 ○
不明 破片 360.14g ○

第 2 号火葬墓 9.66哺乳綱 不明 破片 7.9g ○
第 3 号火葬墓 223.61ヒト 脳頭蓋 破片 2 ○

椎骨 破片 1 ○
肋骨 破片 6 ○
上腕骨 遠位端片 1 ○
橈骨 / 尺骨 破片 2 ○
中手骨 / 中足骨 ? 破片 1 ○
末節骨 略完 1 ○
四肢骨 破片 26 ○
不明 破片 111.72g ○

表１　骨同定結果
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16b
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0 4cm

 1. ヒト頭頂骨 ( 第 1 号火葬墓 )  2. ヒト頭頂骨 ( 第 1 号火葬墓 )
 3. ヒト後頭骨 ?( 第 1 号火葬墓 )  4. ヒト脳頭蓋 ( 第 1 号火葬墓 )
 5. ヒト頭蓋 ( 第 1 号火葬墓 )  6. ヒト第 1 頚椎 ( 第 1 号火葬墓 )
 7. ヒト椎骨 ( 第 1 号火葬墓 )  8. ヒト肋骨 ( 第 1 号火葬墓 )
 9. ヒト右肩甲骨 ( 第 1 号火葬墓 ) 10. ヒト上腕骨 ( 第 1 号火葬墓 )
11. ヒト尺骨 ?( 第 1 号火葬墓 ) 12. ヒト大腿骨 ( 第 1 号火葬墓 )
13. ヒト腓骨 ( 第 1 号火葬墓 ) 14. ヒト四肢骨 ( 第 1 号火葬墓 )
15. 哺乳綱不明 ( 第 2 号火葬墓 )

図版１　出土骨

16. ヒト脳頭蓋 ( 第 3 号火葬墓 )
17. ヒト椎骨 ( 第 3 号火葬墓 ) 18. ヒト肋骨 ( 第 3 号火葬墓 )
19. ヒト上腕骨 ( 第 3 号火葬墓 ) 20. ヒト橈骨 / 尺骨 ( 第 3 号火葬墓 )
21. ヒト中手骨 / 中足骨 ?( 第 3 号火葬墓 ) 22. ヒト末節骨 ( 第 3 号火葬墓 )
23. ヒト四肢骨 ( 第 3 号火葬墓 )




